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取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らない
と、火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事
項と製品の取り扱いかたを示しています。この取扱説
明書と別冊の「安全のために」をよくお読みのうえ、製
品を安全にお使いください。お読みになったあとは、
いつでも見られるところに必ず保管してください。

デジタル
ビデオカメラ
レコーダー 

DCR-TRV240K
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画像をパソコンに
取り込めます。

動画や静止画を撮影して、
再生できます。

テープに記録した映像を別売りのUSB
ケーブルを使ってパソコンで見る

78ページ

カメラに映っている画像を別売りの
USBケーブルを使ってパソコンに取り
込む 87ページ

本機を使ってアナログ信号をデジタル
変換してパソコンに取り込む 90ページ

テープに
　　動画を撮影する 16ページ

　　静止画を撮影する 30ページ

　　撮影した映像を再生する 25ページ

こんなことができます

必ずお読みください
お使いになる前に
本機はDigital8（デジタルエイト） 方式のデ
ジタルビデオカメラレコーダーです。

/ マークのついたHi8（ハイエイト）/
Digital8（デジタルエイト）テープを使用し
ます。録画方式はDigital8（デジタルエイト）
方式になります。また、本機は、他機で撮
影したHi8（ハイエイト） 方式、またはス
タンダード8ミリ 方式の画像を再生するこ
とができます。よりよいつなぎ撮りのため
に、これらの方式とDigital8（デジタルエイ
ト） 方式で記録した映像を同一テープに混在
させないことをおすすめします。
また、本取扱説明書に記載された再生機能に
は、Digital8（デジタルエイト） 方式で撮影
された映像にのみ有効なものがありますの
で、ご了承ください。

液晶画面、ファインダー（搭載機種のみ）お
よびレンズについて
・液晶画面やファインダーは有効画素99.99
％以上の非常に精密度の高い技術で作られ
ていますが、黒い点が現れたり、白や赤、
青、緑の点が消えないことがあります。こ
れは故障ではありません。これらの点は記
録されませんのでご安心してお使いくださ
い。

・液晶画面やファインダー、レンズを太陽に
向けたままにすると故障の原因になりま
す。窓際や屋外に置くときはご注意くださ
い。

・直接太陽を撮影しないでください。故障の
原因になります。夕暮れ時の太陽など光量
の少ない場合は撮影できます。
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● さらにこんなことができます。
明るさが気になるときの撮影
•逆光補正 21ページ
• NIGHTSHOT/SUPER NIGHTSHOT/

COLOR SLOW SHUTTER 22ページ
•プログラムAE 37ページ
•明るさ調節 39ページ

インパクトのある画像を作るための機能
•デジタルズーム 18ページ
お買い上げ時の設定は「切」になって
います。（25倍を超えるズームを使う
には、メニューで「デジタルズーム」
の倍率を選択してください。）

•フェーダ－ 32ページ
•ピクチャーエフェクト 34ページ
•デジタルエフェクト 35ページ
•タイトル 46ページ

さりげなく自然な画像にするための機能
•スポーツレッスン 37ページ
•風景 37ページ
•手動ピント合わせ 40ページ

撮影し終わったテープで行う機能
•エンドサーチ／エディットサーチ／
レックレビュー 24ページ

•データコード 27ページ
•テープ再生ズーム 53ページ
•ゼロセットメモリー 54ページ
•デジタルプログラムエディット

60ページ

著作権について
あなたがビデオで録画・録音したものは、個
人として楽しむほかは、著作権法上、権利者
に無断で使用できません。なお、実演や興
業、展示物などのうちには、個人として楽し
むなどの目的があっても、撮影を制限してい
る場合がありますのでご注意ください。

本書内の写真について
液晶画面やファインダーの映像を説明するの
に、スチルカメラによる写真を使っていま
す。実際に見えるものとは異なります。

ためし撮り
必ず事前にためし撮りをし、正常に録画・録
音されていることを確認してください。

録画内容の補償はできません。
万一、ビデオカメラレコーダーや記録メディ
アなどの不具合により録画や再生がされな
かった場合、画像や音声などの記録内容の補
償については、ご容赦ください。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自
主規制協議会（VCCI）の基準に基づくク
ラスB情報技術装置です。この装置は、家
庭環境で使用することを目的としていま
すが、この装置がラジオやテレビジョン
受信機に近接して使用されると、受信障
害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをし
てください。
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撮影状況に合わせて撮る－プログラムAE............................. 37
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電源をつなぐ（12ページ）

カセットを入れる（15ページ）

とにかく撮って見る

屋外ではバッテリーを使います →8ページ

ここでは本機の使い方を簡単に説明します。

詳しくは（ ）内のページをご覧ください。

1 開く／ カセット取出
しつまみを矢印の方向へ
ずらしてから、カセット
ぶたを開ける。

2 テープ窓を上にして、
カセットの背の中央部
を押して入れる。

3 マークを押し
て、カセット入れを
閉める。
カセット入れが完全
に引き込まれたら、
カセットぶたを閉め
る。

DC IN端子カバーを開ける。

vマークを上にする。

ACパワーアダプター

テープ窓
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と
に
か
く
撮
っ
て
見
る

撮影する（16ぺージ）

液晶画面で見る（25ページ）

ファインダーや液晶画面またはバッテ

リーをつかんで、本機を持ち上げない

でください。

お買い上げ時には日付・時刻の設定はされていません。
撮影する前に日付・時刻を合わせてください。（13ページ）

1 レンズキャップをはずす。

4 スタート／ストップボタンを
押す。
撮影が始まる。

もう1度押すと止まる。

3 OPENボタンを
押しながら、液晶
画面を開ける。
液晶画面に画像が
映る。

ファインダーで画像を見ると
きは
液晶画面を閉じてファイン
ダーをのばします。ご自分の
視力に合わせて視度を調整し
てください。（19ページ）
ファインダーに映る画像は白
黒です。

2 緑のボタン
を押しなが
ら「カメラ」
にする。

カ

メ
ラ

ビデ
オ

切
(充
電
)

電 源�

2m巻戻しを押してテープを巻き

戻す。

3N再生を押すとテープが再生され

る。

1 緑のボタンを

押しながら

「ビデオ」にする。

カ

メ

ラ

ビデ
オ

切
(充
電
)

電 源�

巻戻し�

再 生�
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準備1 電源を準備する

1 ファインダーを上げる。

2 バッテリーを押しながら、カチッとロックす
るまで下へずらす。

本体から取りはずす

バッテリーを取り付ける

1 ファインダーを上げる。

2 バッテリー取りはずしボタンを押しながらバッテリーを

上へずらし、取りはずす。

容量の大きいバッテリーを使
用するときは
容量の大きいバッテリー
（NP-FM70/QM70/QM71/
FM90/FM91/QM91）をご
使用のときはファインダーを
伸ばしてご使用ください。

2

1

BATT（バッテリー）
取りはずしボタン
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準
備

バッテリーを充電する

バッテリーは充電してからお使いください。本機でバッテリーの充電ができます。
本機の電源には、“インフォリチウム”バッテリー（Mシリーズ）を使用します。それ以外の
バッテリーはお使いになれません。
“インフォリチウム”バッテリーについて、詳しくは109ページをご覧ください。

1 ACパワーアダプターを本機のDC IN端子につ
なぐ。
DC IN端子カバーを開け、ACパワーアダプターのプラ
グのvマークを上にしてつなぐ。

2 電源コードをACパワーアダプターにつなぐ。

3 電源コードをコンセントにつなぐ。

4 電源スイッチを「切（充電）」にする。
充電が始まると、表示窓にバッテリー残量時間が表示さ
れる。
充電が終わると、バッテリー残量表示が「u」になる
（実用充電）。さらに「FULL」が表示されるまで充電する
と若干長く使える（満充電）。

バッテリーの充電が終わったら
ACパワーアダプターをDC IN端子から抜く。

ACパワーアダプターのDCプ
ラグを金属類でショートさせ
ないでください。故障の原因
になります。

満充電になると
表示窓のバックライトが消灯
します。

表示窓に表示されるバッテ
リー残量時間は
ファインダーを使用したとき
の連続撮影時間の目安です。

ACパワーアダプターは
コンセントの近くでお使いく
ださい。本機をご使用中に不
具合が生じた時はすぐにコン
セントからプラグを抜き、電
源を遮断してください。

DC IN端子カバーを開
ける。

vマークを
上にする。

ACパワーアダプター

表示窓に示されている数値は一例です。

カ

メ
ラ

ビデ
オ

切
(充
電
)

電 源�
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充電時間

バッテリー 満充電時間（実用充電時間）

NP-FM30（付属） 145（85）

NP-FM50 150（90）

NP-FM70/QM70 240（180）

NP-QM71 260（200）

NP-FM90 330（270）

NP-FM91/QM91 360（300）

使い切ったバッテリーを25℃で充電したときの時間（約　分）。

まわりの温度によりバッテリーの温度が極端に高いまたは低いと、充電
時間が長くなることがあります。

注*「実用充電」での撮影時間／再生時間は満充電時のおよそ
90％です。

撮影時間

ファインダーで撮影 液晶画面で撮影
バッテリー

連続撮影時 実撮影時* 連続撮影時 実撮影時*

NP-FM30（付属） 100 55 80 45
NP-FM50 165 95 130 75
NP-FM70/QM70 345 200 270 155
NP-QM71 400 230 315 180
NP-FM90 520 300 410 235
NP-FM91/QM91 605 350 475 275

満充電してからの時間（約　分）。

* 録画、スタンバイ、電源入／切、ズームなどを繰り返したときの撮影
時間の目安。実際にはこれよりも短くなることがあります。

25°Cで撮影、再生したとき
の時間の目安です。低温では
使用時間が短くなります。

バッテリー残量を計算するま
では
表示窓には「– – – – min」が
表示されます。

充電中の表示窓の表示
以下の場合、正しく表示され
ない、または点滅することが
あります。

• バッテリーが正しく取り付
けられていない。

• バッテリーが故障してい
る。

海外でも充電できます
詳しくは111ページをご覧く
ださい。

バッテリー残量の表示時間が
充分なのに電源がすぐに切れ
るときは
満充電すると正しく表示され
ます。

バッテリーは
室温10°C～30°Cで充電する
ことをおすすめします。

準備1 電源を準備する（つづき）
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備

再生時間
右の表は、Digital8再生時の
時間の目安です。Hi8/スタン
ダード8ミリ再生時には、再
生できる時間が20％程度短く
なります。

InfoLITHIUM（インフォリ
チウム）バッテリーとは
“インフォリチウム”バッテ
リーに対応した機器との間
で、バッテリーの使用状況に
関するデータ通信をする機能
を持ったリチウムイオンバッ
テリーです。本機は“イン
フォリチウム”バッテリー
（Mシリーズ）対応です。それ
以外のバッテリーはお使いに
なれません。“インフォリチ
ウム”バッテリー（Mシリー
ズ）には  マーク
がついています。

InfoLITHIUM（インフォリチ
ウム）はソニー株式会社の商
標です。

再生時間

バッテリー 液晶画面で再生 液晶画面を閉じて再生

NP-FM30（付属） 80 110
NP-FM50 130 180
NP-FM70/QM70 270 370
NP-QM71 315 430
NP-FM90 410 560
NP-FM91/QM91 475 645

満充電してからの時間（約　分）。
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コンセントにつないで使う

• バッテリーをつけたままで
もお使いいただけます。

• 電源供給はDC IN端子が優
先されます。バッテリーで
使用するとき、コンセント
から電源コードを抜いて
も、DC IN端子にコードが
差し込まれているとバッテ
リーから電源は供給されま
せん。

自動車の電源では
別売りのカーバッテリーアダ
プターでお使いになれます。
詳しくはカーバッテリーアダ
プターの取扱説明書をご覧く
ださい。

テープを再生するときなど長時間使用するときは、家庭用のコ

ンセントを使うとバッテリー切れの心配なく使えます。

1 ACパワーアダプターを本機のDC IN端子に
つなぐ。

DC IN端子カバーを開け、ACパワーアダプターのプラ
グのvマークを上にしてつなぐ。

2 電源コードをACパワーアダプターにつなぐ。

3 電源コードをコンセントにつなぐ。

準備1 電源を準備する（つづき）
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準
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準備2 日付・時刻を合わせる

年→月→日→時→分の順で合わせます。

1 電源スイッチを「カメラ」にして、メニュー
ボタンを押す。

2 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「日時
あわせ」を選び、押して決定する。

本機をはじめて使うときは日付・時刻を設定

してください。設定しないと電源を入れ、撮

影状態にするたびにお知らせメッセージが出

ます。

日時を設定しないと
テープのデータコードには
「– – – –  – –  – –」と
「– –:– –:– –」が記録されます。

半年近く使わなかったときなどに内蔵の充電

式ボタン電池が放電して、日付・時刻の設定

が解除されることがあります。その場合、充

電式ボタン電池を充電してから合わせ直して

ください。（113ページ）

メニューボタン 選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

日時あわせ�
ＵＳＢストリーム�
メニュー文字サイズ�
デモモード�
　　戻る�

日時あわせ�
ＵＳＢストリーム�
メニュー文字サイズ�
デモモード�
　　戻る�

初期設定�

［メニュー］で終了�

　　年↑　月↑　日↑�
２００２　　１　　１�
　　　↓　　↓　　↓�
�
　　時↑　分↑�
　　１２　００　ＡＭ�
　　　↓　　↓�

初期設定�

［メニュー］で終了�

－－：－－：－－�
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3「年」を合わせる。
選択／ 決定ダイヤルを回して「年」を合わせ、押して
決定する。

年表示は次のように変わる。

4 手順3と同様に「月」、「日」、「時」を合わせる。

5「分」と「秒」を合わせる。
選択／ 決定ダイヤルを回して「分」を合わせて時報と
同時に押して決定する。時計が動き始める。

6 メニューボタンを押す。
メニュー画面が消える。

準備2 日付・時刻を合わせる（つづき）

真夜中、正午は
真夜中は12:00:00AM、正午
は12:00:00PMと表示しま
す。

1995 2002 2079

初期設定�
日時あわせ�
ＵＳＢストリーム�
メニュー文字サイズ�
デモモード�
　　戻る�

［メニュー］で終了�

　年↑　　月↑　日↑�
２００２　　２　　１�
　　↓　　　↓　　↓�
�
　　時↑　分↑�
　　１２　００　ＡＭ�
　　　↓　　↓�

初期設定�

［メニュー］で終了�

　年↑　　月↑　日↑�
２００２　　１　　１�
　　↓　　　↓　　↓�
�
　　時↑　分↑�
　　１２　００　ＡＭ�
　　　↓　　↓�

日時あわせ�
ＵＳＢストリーム�
メニュー文字サイズ�
デモモード�
　　戻る�

初期設定�

［メニュー］で終了�

２００２　　７　　４�
１０：３０：０１ＰＭ�

初期設定�

［メニュー］で終了�

　年↑　　月↑　日↑�
２００２　　７　　４�
　　↓　　　↓　　↓�
�
　　時↑　分↑�
　　１０　３０　ＰＭ�
　　　↓　　↓�

日時あわせ�
ＵＳＢストリーム�
メニュー文字サイズ�
デモモード�
　　戻る�

日時あわせ�
ＵＳＢストリーム�
メニュー文字サイズ�
デモモード�
　　戻る�
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準
備

準備3 カセットを入れる

• カセット入れを無理に押し
込まないでください。故障
の原因になります。

• 本機での撮影方式はデジタ
ルエイト方式です。

• 録画時間はSPモードでHi8
テープに表示してある時間
の半分、LPモードで3/4に
なります。

• スタンダード8ミリテープ
を使用して本機で撮影した
場合、本機以外（他の
DCR-TRV240Kを含む）
での再生時にモザイク状の
ノイズが現れることがあり
ます。

• マーク以外を押して
いるとカセット入れが閉ま
らないことがあります。

間違って消さないために
カセットの背にある誤消去防
止ツマミを横にずらし「赤」
にします。

1 電源を準備する。（8ページ）

2 開く／ カセット取出しつまみを矢印の方
向へずらしてから、カセットぶたを開ける。
カセット入れが自動的に出て開く。

3 カセットの背の中央部を押して、カセットを
入れる。
テープ窓を上にして、まっすぐ奥まで押し込む。

4 マークを押して、カセット入れを閉め

る。
カセット入れが自動的に引き込まれる。

5 カセット入れが完全に引き込まれたら、カ
セットぶたを閉める。

カセットを取り出す

「カセットを入れる」の手順で操作し、手順3で取り出す。

 / マークのついたHi8（ハイエイト）/Digital8（デジタルエイト）テープ
をおすすめします。

録画できない
(誤消去防止状態)

録画できる

4

マーク

5

誤消去防止ツマミテープ窓

32
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1 レンズキャップを取りはずし、グリップベル
トに取り付ける。

2 バッテリーなどの電源を付け、カセットを入
れる。
「準備1～3」（8～15ページ）をご覧ください。

3 緑のボタンを押しながら、電源スイッチを
「カメラ」にする。
撮影スタンバイになる。

4 OPENボタンを押しながら液晶画面を開け
る。
ファインダーの画像は消える。

撮影する

ピント合わせも自動で、簡単に撮影できます。

• グリップベルトをしっかり
しめてください。

• マイクに手が触れないよう
にしてください。

長時間録画したいときには
メニューの「録画モード」を
「LP」にします（91ページ）。
録画時間がSP（標準）モード
の1.5倍になります。本機の
LPモードで録画したテープは
本機で再生することをおすす
めします。

きれいなつなぎ撮りのために
カセットを取り出さない限り、
電源を切っても撮影した映像は
きれいにつながります。
また、以下の点にご注意くだ
さい。
• 同じテープにSPモードで撮
影した映像とLPモードで撮
影した映像を混在させない。

• バッテリーの交換は電源ス
イッチを「切（充電）」にし
てから行なう。

撮影スタンバイが3分以上続
くと
自動的に電源が切れます。こ
れはバッテリーの消耗を防
ぎ、テープを保護するためで
す。再び撮影を始めるには電
源スイッチを１度「切（充
電）」にしてから「カメラ」に
戻して撮影スタンバイにする
か、電源スイッチはそのまま
で、もう一度スタート／ス
トップボタンを押すと撮影が
始まります。 ただしカセット
が入っていなければ、撮影ス
タンバイが3分以上続いても
電源は切れません。

21

4

3

5
マイク

録画ランプ

カ

メ
ラ

ビデ
オ

切
(充
電
)

電 源�
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撮
る

5 スタート／ストップボタンを押す。
撮影が始まり、「z録画」の表示が出る。録画ランプが点
灯する。
もう一度押すと止まる。

撮影が終わったら

1 電源スイッチを「切（充電）」にする。

2 液晶画面を閉じる。

3 カセットを取り出す。

4 バッテリーを取りはずす。

液晶画面を調整する

液晶画面は90°まで開きます。また、レンズの方向に180°まで、

ファインダーの方向に90°まで回転し、角度を調節できます。

液晶画面を閉じるときは、液晶画面を垂直にしてから本体に向

かって閉じます。

撮影日時／カメラデータは画
面には出ません。自動でテー
プ上に記録され、再生時にリ
モコンのデータコードボタン
を押すと見ることができま
す。

次のようなときは
つなぎ撮りの部分で再生画像
や音声が乱れたり、タイム
コードが正しくつながらない
ことがあります。

• テープの途中で録画モード
（SP/LP）を変える。

• LPモードでつなぎ撮りをす
る。

録画中�

�

0:00:01録画�50分�

b

液晶画面を開いているとき
は、ファインダーには画像が
映りません。

液晶画面について

• 屋外では日差しの加減で見
えにくい場合があります。
ファインダーでの撮影をお
すすめします。

• 角度の調節は必ず90°まで
開いてから行ってくださ
い。

液晶画面を使って撮影すると
きのバッテリーの使用時間は
ファインダーを使った撮影時
間より若干短くなります。

液晶画面の明るさは
メニューの「パネルの明るさ」
「パネルバックライト」（91
ページ）で調節することがで
きます。これらを調節しても
記録される画像に変化はあり
ません。

180°

90°

OPENボタンを押しながら液晶画面を開く
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撮影する（つづき）

ズームする

ズームレバーを動かす。

軽く動かすとゆっくりズームし、さらに動かすと速くズームす

る。

使いすぎると見づらい作品になります。

25倍を超えるズームはデジタルズームになります。
デジタルズームを使うには、メニューで「デジタルズーム」の
倍率を選択してください。（91ページ）

デジタルズームについて

• デジタルズームを使うと、
ズーム倍率は50倍または
300倍までになります。

• 画像をデジタル処理するた
め画質が低下します。

近くのものにピントがうまく
合わないときは
ズームレバーをW側に動かし
て広角にします。ピントが合
うのに必要な被写体との距離
は、W側では約1cm以上、T
側では約80cm以上です。

TW
このラインよりT側が
デジタルズームになります。
メニューで「デジタルズーム」
の倍率を選ぶと表示されます。

W T TWTW

被写体が大きくなる
テレフォト

(望遠：Telephoto)

被写体が小さくなる
ワイド

(広角：Wide)
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撮
る

対面撮影する

ファインダーと液晶画面で画像を確認できます。

被写体が自分で画像を確認したいときなどに使用してください。

電源スイッチを「カメラ」にしたとき

液晶画面を180°回転させる。

ファインダーと液晶画面に が出ます。

撮影スタンバイ中にはXz、撮影中にはzが表示されます。

その他の表示では左右が反転するものもあります。また、表示

が出ないものもあります。

対面撮影では
液晶画面に映る画像は鏡のよ
うに左右が反転しますが、記
録される画像は実際の被写体
と同じになります。

対面撮影中は
リモコンのゼロセットメモ
リーボタンは働きません。

ファインダーで撮影する－視度調整

液晶画面を閉じて撮影するときは、ファインダーで画像を見ま

す。自分の視力に合わせて、ファインダー内の文字がはっきり

見えるように調整します。

ファインダーを上げて、視度調節つまみを動かす。

ファインダーバックライトの
明るさは
メニューの「VFバックライ
ト」で変えることができま
す。（91ページ）
調節しても記録される画像に
変化はありません。

視度調節つまみ
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撮影する（つづき）

撮影中の表示

これらの表示はテープには記録されません。

撮影中のバッテリー残量表示
について
連続撮影時間の目安を表示し
ます。使用状況や環境によっ
ては、正しく表示されない場
合があります。液晶画面を開
閉したときは、正しい残量時
間（分）を表示するのに約1分
かかります。

タイムコードについて
（Digital8 方式で記録された
テープのみ）
テープ走行時間が「0：00：00」
（時：分：秒）と出ます。再生中
には「0：00：00：00」（時：分：
秒：フレーム）と出ます。あと
からこのタイムコードだけを
書き直すことはできません。

Hi8/スタンダード8ミリ方式
で記録されたテープを再生す
ると、テープカウンターが表
示されます。本機でカウン
ターリセットすることはでき
ません。

撮影日時／カメラデータは
画面には出ません。自動で
テープ上に記録され、再生時
にリモコンのデータコードボ
タンを押すと見ることができ
ます。

50 分� 0:00:01SP

2002   7   4 12:05:56 PM

録画／再生方式

撮影スタンバイ／撮影中

タイムコードまたは
テープカウンター

テープ残量
電源スイッチを「カメラ」
にした後しばらくの間、表
示される。

バッテリー残量

録画モード

時間
電源スイッチを「カメラ」に
した後５秒間表示される。

日付
電源スイッチを「カメラ」に
した後５秒間表示される。
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撮
る

逆光補正をする

被写体のうしろに光源があり、被写体が暗く映る時などに明る

さの補正をします。

電源スイッチを「カメラ」にしたとき

逆光補正ボタンを押す。

逆光補正表示.が出ます。逆光補正ボタンをもう一度押すと解

除されます。

逆光補正中に明るさボタンを
押すと
逆光補正は解除されます。

逆光補正ボタン
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夜間に動植物を観察するときやキャンプなど、暗い場所で撮影

することができます。

NIGHTSHOT（ナイトショット）を使う

電源スイッチを「カメラ」にしたとき

NIGHTSHOTスイッチを「入」にする。

NIGHTSHOT表示 と“NIGHTSHOT”が点滅します。
NIGHTSHOTスイッチを「切」にすると解除されます。

SUPER NIGHTSHOT（スーパーナイトショッ
ト）を使う

SUPER NSボタンを使うと、NIGHTSHOTの最大16倍の感
度で被写体を明るく撮影することができます。

1 電源スイッチを「カメラ」にして

NIGHTSHOTスイッチを「入」にする。
表示と“NIGHTSHOT”が点滅します。

2 SUPER NSボタンを押す。
表示と“SUPER NIGHTSHOT”が点滅します。

SUPER NSボタンをもう一度押すと解除されます。

撮影する（つづき）

暗闇で撮る－NIGHTSHOT（ナイトショット）/
SUPER NIGHTSHOT（スーパーナイトショット）/
COLOR SLOW SHUTTER（カラースローシャッター）

• 昼間の屋外の明るいところ
ではお使いにならないでく
ださい。故障の原因になり
ます。

• NIGHTSHOTで撮影中の
画像は、正しい色が表現さ
れません。

• NIGHTSHOTで撮影中、
オートフォーカスが合いに
くいときは、マニュアル
フォーカスをご使用くださ
い。

NIGHTSHOT中は以下の操
作ができません

– 明るさ調節
– プログラムAE

切� 入�

NIGHTSHOT

COLOR SLOW S
SUPER NS

赤外線発光部

NIGHTSHOTスイッチ、
SUPER NS/COLOR SLOW Sボタン

SUPER NIGHTSHOT、
COLOR SLOW
SHUTTER中は以下の操作
ができません

– フェーダー
– デジタルエフェクト
– 明るさ調節
– プログラムAE

SUPER NIGHTSHOT、
COLOR SLOW
SHUTTER時のシャッター
スピードは
明るさによって自動的に変わ
ります。このとき画像の動き
は遅くなります。



23

 

撮
る

NIGHTSHOTライトは
赤外線のため、目には見えま
せん。ライトの届く範囲は約

3mです。

NIGHTSHOTライトを使う

NIGHTSHOTライトを使うと画像がよりはっきりします。メ
ニューで「N.S.ライト」を「入」にします。

（お買い上げ時は「入」に設定されています。）

COLOR SLOW SHUTTER（カラースロー
シャッター）を使う

薄暗い場所で、被写体をカラーで撮影することができます。

1 電源スイッチを「カメラ」にして

NIGHTSHOTスイッチを「切」にする。

2 COLOR SLOW Sボタンを押す。
COLOR SLOW SHUTTER表示 と“COLOR
SLOW SHUTTER”が点滅します。

COLOR SLOW Sボタンをもう一度押すと解除され
ます。

暗闇など全く光のない場所
（0ルクス以下）では
COLOR SLOW SHUTTER
が正しく働かない場合があり
ます。

COLOR SLOW Sボタン

切� 入�

NIGHTSHOT

COLOR SLOW S
SUPER NS
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エンドサーチ

最後に撮影した終わりの部分に戻ります。

［撮影スタンバイ中］に

エンドサーチボタンを押す。

最後に撮影した終わりの部分の約5秒間が再生され、撮影スタ
ンバイに戻る。

スピーカーまたはヘッドホンで音も確認できる。

エディットサーチ

次の撮影開始点を探します。

［撮影スタンバイ中］に

エディットサーチ＋／－7ボタンを押し

続ける。 画像が再生される。

＋ ：場面を進める

－7：場面を戻す

指を離したところが、次の撮影開始点になる。音は出ない。

レックレビュー

最後の場面を確認します。

［撮影スタンバイ中］に

エディットサーチボタンの－7側をポン

と1回押す。

テープを停止させた部分が数秒間再生され、撮影スタンバイに

戻る。スピーカーまたはヘッドホンで音も確認できる。

撮った画面が気になるときや、最後に撮影した画面からつなぎ撮りしたいとき
に使います。

• Digital8 方式以外で記録
したテープでは、エンド
サーチ／エディットサーチ
／レックレビューはできま
せん。

• エンドサーチをしてからつ
なぎ撮りをすると、まれに
場面がきれいにつながらな
いことがあります。

• 撮影後、カセットを取り出
すとエンドサーチは働きま
せん。

テープの途中に無記録部分が
あると
エンドサーチが正しく働かな
い場合があります。

次の撮影開始点を探す
－エンドサーチ／エディットサーチ／レックレビュー

エンドサーチ�

エディットサーチ�

エディットサーチ�

エディットサーチボタン

エンドサーチボタン
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見
る

1 バッテリーなどの電源を付け、再生したいカ
セットを入れる。

2 緑のボタンを押しながら、電源スイッチを
「ビデオ」にする。

3 OPENボタンを押しながら、液晶画面を開け
る。

4 m巻戻しボタンを押す。
巻き戻しが始まる。

5 N再生ボタンを押す。
画像が映る。

6 音量ボタンを押して、
音量を調節する。
液晶画面を閉じているときは、
音が出ません。

撮影したテープなどを液晶画面で見ます。液晶画面を閉じるとファインダーで
も見られます。
リモコンでも操作できます。

再生する

カ

メ
ラ

ビデ
オ

切
(充
電
)

電 源�

巻戻し�

再 生�

45

1
3

停 止�

×2

巻戻し� 再生� 早送り�

一時停止�スロー�

6

2

音量�

大きくなる小さくなる
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再生する（つづき）

再生を止める
x停止ボタンを押す。

液晶画面を外側に向けて本体に閉じることもできます。

180°回転させる。 閉じる。
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見
る

本体またはリモコンの画面表示ボタンを押す。

液晶画面に表示が出る。消すときはもう1度押す。

日付データ／カメラデータ表示について

（リモコンでのみ操作できます。）

本機は撮影時の日付・時刻およびカメラデータを、自動的に画

像とは別にテープに記録しています（データコード機能）。

1 電源スイッチを「ビデオ」にして、テープを再生する。

2 リモコンのデータコードボタンを押す。

押すたびに次のように表示が変わります。

「日付データの表示」→「カメラデータの表示」→表示なし

カメラデータを表示させないようにする

メニューの「データーコード」で「日付データ」を選ぶ。

（91ページ）

リモコンのデータコードボタンを押すたびに次のように表示が

変わります。

「日付データの表示」y表示なし

Digital8 方式以外で記録し
たテープではデータコードは
表示されません。

カメラデータとは
撮影したときのビデオカメラ
の設定の情報です。撮影中は
表示されません。

次のときは、「-- --- --」を表
示します。

• 無記録部分
• テープの傷やノイズなどで
データコードを読み取れな
い

• 日付・時刻を合わせないで
撮影したテープ

データコードは
本機をテレビにつないだとき
はテレビ画面で確認すること
ができます。

再生中のバッテリー残量表示
について
連続再生時間の目安を表示し
ます。使用状況や環境によっ
ては、正しく表示されない場
合があります。液晶画面を開
閉したときは、正しい残量時
間（分）を表示するのに約1分
かかります。

テープカウンター、日付データ／カメラデータなどの表示を
出す－画面表示機能

画面表示ボタン

データコード
ボタン

画面表示ボタン

　　　オート
　　　６０　ＡＷＢ�
Ｆ１.６　　   ９ｄＢ�

５０分� ０：００：０１�

�
２００２　　７　　４�
１２：０５：５６ＰＭ�

５０分� ０：００：０１�

日付データの表示 カメラデータの表示

日付 時刻

絞り値

手ぶれ補正「切」

明るさ調節オート／
マニュアル

ゲイン

シャッタースピード

ホワイトバランスモード

タイムコード／
テープカウンター
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いろいろな再生

電源スイッチが「ビデオ」のときに操作します。

一時停止する（静止画を見る）
［再生中］にX一時停止ボタンを押す。
もう一度押すか、N再生ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

早送りする
［停止中］にM早送りボタンを押す。
N再生ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

巻き戻す
［停止中］にm巻戻しボタンを押す。
N再生ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

逆方向に再生する
［再生中］にリモコンの ボタンを押す。
N再生ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

画像を見ながら早送り／巻き戻しする（ピクチャーサーチ）
［再生中］にM早送り／m巻戻しボタンを押し続ける。
離すと、ふつうの再生に戻る。

早送り／巻き戻し中に画像を見る（高速アクセス）
［早送り中］にM早送り、または［巻き戻し中］にm巻戻しボタンを押
し続ける。
離すと、早送りまたは巻き戻しに戻る。

スロー画を見る
［再生中］にリモコンのTスローボタンを押す。
逆方向にスロー再生するときは、リモコンの ボタンを押してからT
スローボタンを押す。
N再生ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

2倍速で見る（倍速再生）
［再生中］にリモコンの×2ボタンを押す。
逆方向に倍速再生するときは、リモコンの ボタンを押してから×2ボ
タンを押す。
N再生ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

コマ送りで見る
［再生一時停止中］にリモコンのCボタンを押す。
逆方向にコマ送りするときは、cボタンを押す。
N再生ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

最後に撮影した部分を探す（エンドサーチ）
［停止中］にエンドサーチボタンを押す。
最後に撮影した終わりの部分を約5秒間再生して止まる。

変速再生中は

• Digital8 方式以外で記録
したテープで変速再生する
とノイズが出ます。

• 音声は出ません。
• Digital8 方式再生時に前
の映像がモザイク状に残る
ことがあります。

一時停止（静止画）について

• 3分以上続くと自動的に停
止状態になります。再生す
るときは、N再生ボタン
を押します。

• 前の画像が残ることがあり
ます。

Digital8 方式のスロー再生
について
本機にはスロー画像をなめら
かに再生する機能がありま
す。ただし DV入力／出力端
子から出力される画像にはこ
の機能は働きません。

逆方向再生について
画面の上下や中央に横縞が入
ることがありますが、故障で
はありません。

再生する（つづき）
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見
る

テレビで見る

撮影したテープなどをテレビで見るときは、本機を付属のAV接続ケーブルで
つなぎます。再生のしかたは液晶画面で見るときと同じです。
電源は付属のACパワーアダプターを使って、コンセントからとることをおす
すめします（12ページ）。接続する機器の取扱説明書もご覧ください。

すでにテレビにビデオがつながっているとき

本機をビデオの外部入力端子につなぐ。

ビデオの入力切り換えスイッチは「外部入力（ライン）」にして

ください。

音声入力端子がひとつ（モノラル）のテレビにつ
なぐとき

AV接続ケーブル（付属）の黄色いプラグを映像入力へ、白い
プラグか赤いプラグのどちらかを音声入力へつなぐ。

音声は、白いプラグをつなぐと左音声が、赤いプラグをつなぐ

と右音声が聞こえます。

モノラル音声でお聞きになりたいときは市販の接続ケーブルを

お使いください。

別売りのS映像ケーブルを使
うと
再生画像がより忠実に再現で
きます。テレビにS（S1）映
像端子がついているときは、

AV接続ケーブルの黄色いプ
ラグ（映像）のかわりに別売
りのS映像ケーブルで、本機
のS1映像端子とテレビのS
（S1）映像端子を接続するこ
とをおすすめします。

テレビ画面にカウンターなど
の表示を出すには
メニューで「画面表示」を
「ビデオ出力／パネル」にし
（91ページ）、画面表示ボタン
を押します。消すときはもう
１度押します。

入力�

S（S1）�
映像�

映像�

音声�

ジャックカバーを開ける。

テレビの入力を
切り換える。

S1映像端子

映像／音声端子へ

AV接続ケーブル（付属）
音声入力へ

映像入力へ

：信号の流れ
テレビ
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1［撮影スタンバイ中］に
フォトボタンを軽く押したまま画像を確認する。

画像を選びなおすときはフォトボタンを離してからもう

1度軽く押す。

2 フォトボタンを深く押す。

ボタンを深く押したときの画像が約7秒間静止画で記録
される。記録中の音声も同時に録音される。

記録中に映る画像は静止画となります。

•••••••

キャプチャー�

テープに静止画を撮る－テープフォト撮影

テープに静止画を記録できます。SPモード
で60分記録できるテープなら、SPモードで
約510枚、LPモードで約765枚撮れます。

• テープフォト撮影中はモー
ドや設定を変更することは
できません。

• 以下の設定中や操作中は、
テープフォト撮影ができま
せん。
－ フェーダー
－ デジタルエフェクト

• 静止画を記録しているとき
は、本機を振らないでくだ
さい。画像が乱れることが
あります。

動きのある画像をテープフォ
ト撮影すると
他の機器で再生したときに画
像がぶれることがあります
が、故障ではありません。

リモコンのフォトボタンで撮
影すると
押したときに映っている画像
が記録されます。

カメラ録画中にテープフォト
撮影するときは
フォトボタンを軽く押して画
像を確認することができませ
ん。フォトボタンを深く押し
てください。約7秒間静止画
を記録したあと、撮影スタン
バイに戻ります。

画像が静止画になり、キャプチャー
表示が出る。
このとき録画はされません。

録画中は1秒ごとに赤い丸が消えて
いく。

フォトボタン
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使
い
こ
な
す
ー
撮
影
ー

ワイドテレビでご覧になるときに、画面いっ

ぱいに映るように撮影できます。ID-1/ID-2
対応TVに接続した場合は自動的にTVのワイ
ドモードが切り替わります。接続するテレビ

の取扱説明書もあわせてご覧ください。

横長の画面にする－ワイドTVモード

1［撮影スタンバイ中］に
メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

2 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「ワイ
ドTV」を選び、押して決定する。

3 選択／ 決定ダイヤルを回して「入」を選び、
押して決定する。

ワイドTVモードを解除する

メニューで「ワイドTV」を「切」にする。

ワイドTVモード中は
以下の操作はできません。
－オールドムービー
－バウンド

録画中は
ワイドTVモードを選んだり、解
除したりできません。
ワイドTVモードを解除するとき
は、必ず撮影スタンバイにして
から、メニューで「ワイドTV」
を「切」にしてください。

テレビの接続について
下記の接続のとき、ワイドTV
モードで記録した画像を再生す
ると、画像は自動的にフルモー
ドに切り換わります。
• ビデオIDシステム（ID-1/ID-

2）方式対応のテレビと接続
したとき。

• テレビのS（S1）映像入力端
子に接続したとき。

ID-1方式とは
ビデオ信号のすきまに信号を加
算することにより、画面の縦横
比（16:9、4:3またはレターボッ
クス）の情報を通信するシステ
ムです。

ID-2方式とは
ID-1方式に加え著作権保護のた
めの信号をアナログ接続におい
て行うためのシステムです。

S1映像信号とは
通常のS映像信号にワイドモー
ド自動選択用の信号が加算され
ています。

「ワイドTV」を「入」にすると
手ぶれ補正は働きません。手ぶ
れ補正が働いているときにメ
ニューで「ワイドTV」を「入」
にすると「 」が点滅し、手ぶ
れ補正は働かなくなります。

ワイドテレビで画面いっぱいに映る

ようにしたいとき

テレビをフルモードに
切り換える

ワイドTVモード
で撮影

ファインダー／
液晶画面

ワイドテレビで
再生

通常のテレビで
再生

画像が縦長になります。

メニューボタン 選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）
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効果的な場面転換をする－フェーダー

余韻を残して場面を変えたり、徐々に画像と

音を出したり（フェードイン）、逆に徐々に

消したり（フェードアウト）して効果的な場

面転換を演出できます。

フェーダー

モザイクフェーダー

バウンド 1）2）

オーバーラップ 2）

モノトーンフェーダー フェードインは白黒からカラーに、

フェードアウトはカラーから白黒になります。

1）メニューでデジタルズームが「切」になっているときのみ使えます。
2）フェードインのみ

ワイプ 2）

ドットフェーダー 2）

フェードイン�

フェードアウト�
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1 • フェードインは［撮影スタンバイ中］に
• フェードアウトは［撮影中］に
フェーダーボタンを押して希望のモードを選
ぶ。

2 スタート／ストップボタンを押す。
フェーダーモード表示が点滅から点灯に変わり、フェー
ド終了後に消える。フェードイン、フェードアウトは
フェード終了後に自動的に解除される。

フェードイン・フェードアウトを解除する

スタート／ストップボタンを押す前に、フェーダーボタンを繰

り返し押し、表示を消す。

フェーダー�
押すたびに変わります。
フェーダー→モザイクフェーダー→バウンド→
モノトーンフェーダー→オーバーラップ→
ワイプ→ドットフェーダー→（表示なし）

表示は前回使ったモードから表示されます。

• Digital8 方式以外で記録
したテープでは、オーバー
ラップ、ワイプ、ドット
フェーダーはできません。

• フェード中には以下の操作
ができません。また以下の
操作中にはフェードイン・
フェードアウトはできませ
ん。

– デジタルエフェクト
– COLOR SLOW

SHUTTER
– SUPER NIGHTSHOT
– テープフォト撮影
– インターバル録画
– コマ撮り

「オーバーラップ」、「ワイプ」
または「ドットフェーダー」
を選ぶと
本機が自動的に動作し、テー
プ上の画像を記憶します。記
憶中は表示が速い点滅にな
り、再生画が出ます。
このときテープの状態によっ
ては、きれいな画像が取り込
めないことがあります。

バウンド中には以下の操作が
できません

• フォーカス
• ズーム
• ピクチャーエフェクト

以下の操作中にはバウンドが
表示されません

• メニューで「デジタルズー
ム」の「50×」または
「300×」を選択していると
き

• ワイドTVモード
• ピクチャーエフェクト
• プログラムAE

フェーダーボタン
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1 電源スイッチを「カメラ」にしたとき
メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

2 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「ピク
チャーエフェクト」を選び、押して決定する。

3 選択／ 決定ダイヤルを回して希望のモード
を選ぶ。

ピクチャーエフェクトを解除する

メニューの「ピクチャーエフェクト」で「切」を選ぶ。

画像にデジタル処理をして、テレビや映画の

ような特殊効果を加えられます。

セピア→古い写真のような色合いに　モノトーン→白黒に

画像に特殊効果を加える－ピクチャーエフェクト

ピクチャーエフェクト中は
オールドムービーは選べませ
ん。

電源スイッチを「切（充電）」
にすると
ピクチャーエフェクトは自動
的に解除されます。

選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

メニューボタン

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
プログラムＡＥ�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
フラッシュモード�
フラッシュレベル�
Ｎ．Ｓ．ライト�
オートシャッター�
　戻る�

�
切�

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
プログラムＡＥ�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
フラッシュモード�
フラッシュレベル�
Ｎ．Ｓ．ライト�
オートシャッター�
　戻る�

切�
ネガアート�
セピア�
モノトーン�
ソラリ�
スリム�
ストレッチ�
パステル�
モザイク�

ソラリ
→明暗をはっきりさ
せたイラストのよう
に

パステル
→淡い色のパステル
画のように

スリム
→縦に引き伸ばした
ように

モザイク
→タイルを組み合わ
せたように

ネガアート
→写真のネガフィル
ムのように

ストレッチ
→横に引き伸ばした
ように
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1 電源スイッチを「カメラ」にしたとき
メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

2 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「デジ
タルエフェクト」を選び、押して決定する。

特殊な演出を加えて撮る－デジタルエフェクト

デジタル機能を使って撮影画像にさまざ

まな演出を加えることができます。音声

はそのまま録音されます。

静止画

（スチル）

動画

（ルミキー）

スチル
あらかじめ取り込んだ静止画に、動画を重ね
て撮影する。

フラッシュ（フラッシュモーション）
コマ送り撮影をする。

ルミキー（ルミナンスキー）
あらかじめ取り込んだ静止画の明るい部分
に、動画をはめ込む。

トレイル
被写体の動きが、尾を引くように撮影する。

スローシャッター
シャッタースピードを遅くする。暗いところ
で撮影しやすい。

オールドムービー
画面は横長、画像はセピア、シャッタースピー
ドを遅くして、昔の映画のように撮影する。

• デジタルエフェクト操作中
は以下の操作ができませ
ん。

– フェーダー
– テープフォト撮影
– SUPER NIGHTSHOT
– COLOR SLOW

SHUTTER
• スローシャッターを選ぶと
プログラムAEは使えませ
ん。

• オールドムービーを選ぶと
以下の操作ができません。

– ワイドTVモード
– ピクチャーエフェクト
– プログラムAE

電源スイッチを「切（充電）」
にすると
デジタルエフェクトは自動的
に解除されます。

静止画 動画

選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

メニューボタン

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
プログラムＡＥ�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
フラッシュモード�
フラッシュレベル�
Ｎ．Ｓ．ライト�
オートシャッター�
　戻る�

�
�
切�

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
デジタルエフェクト�
　切�
　スチル�
　フラッシュ�
　ルミキー�
　トレイル�
　スローシャッター�
　オールドムービー�
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3 選択／ 決定ダイヤルを回して希望のモード
を選び、押して決定する。

4 選択／ 決定ダイヤルを回して、効果を調節
する。
調節する内容は以下の通り。

スチル 撮影中の動画の背景にある静止画
の映り具合。

フラッシュ フラッシュの間隔。

ルミキー 静止画の、動画を取り込む部分の
明るさの度合い。

トレイル 残像が残る時間。

スローシャッター シャッタースピード。
数字を大きくするほど遅くなる。

オールドムービー 調節は必要ない。

デジタルエフェクトを解除する

メニューの「デジタルエフェクト」で「切」を選ぶ。

スローシャッターでは
自動でピントが合いにくくな
ることがあります。三脚など
に固定して、手動でピントを
合わせてください。

スローシャッターのシャッ
タースピードは

表示 　シャッタースピード

スローシャッター1         1/30

スローシャッター2           1/15

スローシャッター3           1/8

スローシャッター4           1/4

バー表示：大きくするほど効果が
大きくなる。
次のデジタルエフェクトで表示さ
れる。
スチル、フラッシュ、ルミキー、
トレイル。［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
デジタルエフェクト�
�
�
�
　ルミキー� I I I I I I I I • • • • • • • •

特殊な演出を加えて撮る－デジタルエフェクト（つづき）
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撮影状況に合わせて撮る－プログラムAE

被写体や撮影状況により適した調節を自動的

に行います。

ビーチ&スキー
真夏の砂浜や、冬山（スキー場）
などの照り返しが強い場所で撮影
するときに、人物の顔などが暗く
なるのを防ぎます。

サンセット&ムーン
夕焼け、夜景、花火、ネオンサイ
ンを撮影するときに、雰囲気を損
なわずに撮影することができま
す。

風景
山などの遠くの景色を撮影すると
きに景色をはっきりさせ、風景を
窓ガラスや金網越しに撮影する場
合、手前のガラスや金網にピント
が合うのを防ぎます。

スポットライト
結婚式や舞台など、強い光が当
たっている被写体を撮影するとき
に人物の顔などが白く飛んでしま
うのを防ぎます。

ソフトポートレート
人物、花などを撮影するときに背
景をぼかして被写体を引き立てる
と同時に、ソフトな印象の映像に
なるようにします。

スポーツレッスン
ゴルフ、テニスなどの速い動きを
撮影するときに被写体のぶれを少
なくします。
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1 電源スイッチを「カメラ」にしたとき

メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

2 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「プロ
グラムAE」を選び、押して決定する。

3 選択／ 決定ダイヤルを回して希望のモード
を選ぶ。

プログラムAEを解除する

メニューの「プログラムAE」で「オート」を選ぶ。

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
プログラムＡＥ�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
フラッシュモード�
フラッシュレベル�
Ｎ．Ｓ．ライト�
オートシャッター�
　戻る�

オート�

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
プログラムＡＥ�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
フラッシュモード�
フラッシュレベル�
Ｎ．Ｓ．ライト�
オートシャッター�
　戻る�

オート�
スポットライト�
ソフトポートレート�
スポーツレッスン�
ビーチ＆スキー�
サンセット＆ムーン�
フウケイ�

• 次のモードでは近くのもの
にピントが合わないように
フォーカスを制御します。

　－スポットライト
－スポーツレッスン
－ビーチ＆スキー

• 次のモードでは遠景のみに
ピントが合うようにフォー
カスを制御します。
－サンセット＆ムーン

　－風景

• プログラムAE中は以下の
操作ができません。
－COLOR SLOW

SHUTTER
－スローシャッター
－オールドムービー
－バウンド

• NIGHTSHOTスイッチを
「入」にしているとき、プロ
グラムAEは使えません。
（表示が点滅します。）

• COLOR SLOW
SHUTTER中はプログラム
AEは使えません。

蛍光灯、ナトリウム灯、水銀
灯など放電管による照明下で
撮影すると
次のモードでは画面が明るく
なったりする現象（フリッ
カー）が起こったり、色が変
化することがあります。この
ような場合にはプログラム

AEを解除してください。
– ソフトポートレート
– スポーツレッスン

選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

メニューボタン

撮影状況に合わせて撮る－プログラムAE（つづき）
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使
い
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ー

1 電源スイッチを「カメラ」にしたとき
明るさボタンを押す。
明るさ表示が出る。

2 選択／ 決定ダイヤルを回し、明るさを調節
する。

自動調節に戻す

明るさボタンを押し、表示を消す。

手動で画像の明るさを調節する

画像をお好みの明るさに手動調節し、固定す

ることができます。通常は、自動的に明るさ

の調整が行われています。

• 逆光補正を細かく行いたいとき

• 背景に比べて、被写体が明るすぎる
とき

• 夜景を撮りたいとき

明るさ調節しているときは、
以下の操作ができません。
－逆光補正
－COLOR SLOW

SHUTTER

以下のとき、明るさ調節は自
動に戻ります

• プログラムAEのモードを
変える。

• NIGHTSHOTスイッチを
「入」にする。

選択／ 決定ダイヤル明るさボタン

暗くなる 明るくなる
－ ＋
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手動でピントを合わせる

撮影状況に応じて、手動でピント合わせがで

きます。通常は自動的にピントの調節が行わ

れています。

• 自動ではピントが合いにくいとき
– 被写体が水滴のついた窓ごしにあ
るとき

– 被写体が横縞だけのもののとき
– 被写体と背景とのコントラストが
弱いとき

• 手前の被写体から後方の被写体へ
と、意図的にピントの合う位置を変

えるとき

• 三脚を使い、静止した被写体をピン
トを固定して撮るとき

1 電源スイッチを「カメラ」にしたとき
フォーカスボタンを押す。
手動ピント合わせ表示9が出る。

2 フォーカスリングを回し、ピントの合う位置
を調節する。

自動調節に戻す

フォーカスボタンを押して、表示を消す。

正確にピントを合わせるには
ズームをT側（望遠）でピント
を合わせたあと、なるべくW
側（広角）で撮るようにズー
ムを調節するとピントが合い
やすくなります。

近づいて大きく撮るとき
ズームをW側（広角）いっぱ
いにしてピントを合わせま
す。

手動でピント合わせをすると
き、9が次のようなマークに
変わります。

無限遠にあるとき。
それ以上近くにピント合
わせをすることができな
いとき。

フォーカスボタン

フォーカスリング
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使
い
こ
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ー
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ー

一定時間おきに撮る － インターバル録画

あらかじめ設定した時間ごとに、録画と録画

停止を交互に行います。

例
「ウェイトタイム」10分、「録画タイム」1秒を選ん
だ場合（約10分ごとに、約1秒録画されます。）

録画タイム� 録画タイム�

ウェイトタイム� ウェイトタイム�

10分�10分�

1秒� 1秒�

9分59秒� 9分59秒�

花の開花や、昆虫の羽化などの場面

を時間をおいて撮影するとき

1［撮影スタンバイ中］に
メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

2 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「イン
ターバル録画」を選び、押して決定する。

�

カメラ設定�
　デジタルズーム�
　ワイドＴＶ�
　手ぶれ補正�
　コマ撮り�
　インターバル録画　　　切�
　　戻る�

カメラ設定�
　デジタルズーム�
　ワイドＴＶ�
　手ぶれ補正�
　コマ撮り　　　　�
　インターバル録画　　　入�
　　戻る　　　　　　　　切�
　　　　　　　　　　　　設定�
�

メニューボタン

スタート／ストップボタン

 選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）
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一定時間おきに撮る － インターバル録画（つづき）

3 選択／ 決定ダイヤルで「設定」を選び、押
して決定する。

4「ウェイトタイム」と「録画タイム」を設定す
る。

1 選択／ 決定ダイヤルで「ウェイトタイム」を選
び、押して決定する。

2 選択／ 決定ダイヤルで希望のウェイトタイム
を選び、押して決定する。

3 選択／ 決定ダイヤルで「録画タイム」を選び、
押して決定する。

4 選択／ 決定ダイヤルで希望の録画タイムを選
び、押して決定する。

5 選択／ 決定ダイヤルで「 戻る」を選び、押
して決定する。

録画タイムは
最大±6フレーム程度の誤差
が出ることがあります。

カメラ設定　　　　�
　インターバル録画�
　　ウェイトタイム　　　３０秒�
　　録画タイム　　　　　　１分�
　　　戻る　　　　　　　　５分�
　　　　　　　　　　　　１０分�
�
�
�
�
［メニュー］で終了�

カメラ設定　　　　�
　インターバル録画�
　　ウェイトタイム　　　３０秒�
　　録画タイム　　　　　　１分�
　　　戻る　　　　　　　　５分�
　　　　　　　　　　　　１０分�
�
�
�
�
［メニュー］で終了�

カメラ設定　　　　�
　インターバル録画�
　　ウェイトタイム　　　１０分�
　　録画タイム�
　　　戻る�
�
�
�
�
�
［メニュー］で終了�

カメラ設定　　　　�
　インターバル録画�
　　ウェイトタイム�
　　録画タイム　　　　　０．５秒�
　　　戻る　　　　　　　　　１秒�
　　　　　　　　　　　　１．５秒�
　　　　　　　　　　　　　　２秒�
�
�
�
［メニュー］で終了�

カメラ設定　　　　�
　インターバル録画�
　　ウェイトタイム�
　　録画タイム　　　　　０．５秒�
　　　戻る　　　　　　　　　１秒�
　　　　　　　　　　　　１．５秒�
　　　　　　　　　　　　　　２秒�
�
�
�
［メニュー］で終了�

カメラ設定　　　　�
　インターバル録画�
　　ウェイトタイム�
　　録画タイム　　　　　１秒�
　　　戻る�
�
�
�
�
�
［メニュー］で終了�

カメラ設定�
　デジタルズーム�
　ワイドＴＶ�
　手ぶれ補正�
　コマ撮り　　　　�
　インターバル録画　　　入�
　　戻る　　　　　　　　切�
　　　　　　　　　　　　設定�
　　　　　�

カメラ設定　　　　�
　インターバル録画�
　　ウェイトタイム　　　３０秒�
　　録画タイム�
　　　戻る�
�
�
�
�
�
［メニュー］で終了�
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5 選択／ 決定ダイヤルで「インターバル録
画」の「入」を選び、押して決定する。

6 メニューボタンを押して、メニュー画面を消す。
インターバル表示が点滅する。

7 スタート／ストップボタンを押す。
インターバル録画が始まる。

インターバル録画中は、インターバル表示が点灯する。

インターバル録画を解除する

次のいずれかの操作を行います。

• メニュー画面で「インターバル録画」を「切」にする。

• 電源スイッチを「カメラ」以外にする。

ウェイトタイム中に通常の録画をする

スタート／ストップボタンを押すと、表示が点滅し、通常の録

画が始まる。終了するには、もう1度スタート／ストップボタ
ンを押す。

手順6に戻ります。

カメラ設定�
　デジタルズーム�
　ワイドＴＶ�
　手ぶれ補正�
　コマ撮り　　　　�
　インターバル録画　　　入�
　　戻る 切�
　 設定�
�

カメラ設定�
　デジタルズーム�
　ワイドＴＶ�
　手ぶれ補正�
　コマ撮り　　　　�
　インターバル録画　　　入�
　　戻る

�
インターバル�
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アニメーションのように撮る － コマ撮り

人形やおもちゃなどを少しずつ動かしながら

コマ撮りをすると、アニメーションのような

効果を出せます。

本機を固定し、手順5以降をリモコンで操作
することをおすすめします。

コマ撮りを連続して行うと、
テープ残量表示は正しく表示
されません。

コマ撮りをすると
最終カットは通常の1コマよ
りも長くなります。

1［撮影スタンバイ中］に
メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

2 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「コマ
撮り」を選び、押して決定する。

3 選択／ 決定ダイヤルで「入」を選び、押し
て決定する。

カメラ設定�
　デジタルズーム�
　ワイドＴＶ�
　手ぶれ補正�
　コマ撮り　　　　　　　切　　　　�
　インターバル録画　　　入�
　　戻る�

カメラ設定�
　デジタルズーム�
　ワイドＴＶ�
　手ぶれ補正�
　コマ撮り　　　　　　　切�
　インターバル録画�
　　戻る�

カメラ設定�
　デジタルズーム�
　ワイドＴＶ�
　手ぶれ補正�
　コマ撮り　　　　　　　入�
　インターバル録画　　　�
　　戻る�

　�

カメラ設定�
　デジタルズーム�
　ワイドＴＶ�
　手ぶれ補正�
　コマ撮り　　　　　　　切�
　インターバル録画　　　入　　　�
　　戻る�

メニューボタン

スタート／ストップボタン

選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）
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4 メニューボタンを押して、メニュー画面を消す。
カメラコマ撮り表示が点灯する。

5 スタート／ストップボタンを押す。

1コマ（約6フレーム）分の撮影が行われ、撮影スタンバ
イに戻る。

6 被写体を動かし、手順5を繰り返す。

コマ撮りを解除するには

次のいずれかの操作を行います。

• メニュー画面で「コマ撮り」を「切」にする。

• 電源スイッチを「カメラ」以外にする。

�
カメラコマ撮り�



46

夏休み�

タイトルを入れる

本機にあらかじめ登録してある8種類のタイ
トルと、自分で作ったオリジナルタイトル2
種類（48ページ）の中から選んで、タイトル
を入れることができます。また、タイトルの

色やサイズ、表示位置も選べます。

タイトルを入れて撮影中に
メニューボタンを押してメ
ニュー画面を表示している間
はタイトルが記録されませ
ん。

オリジナルタイトルを入れる
ときは

手順2で「 」を選びます。

1［撮影スタンバイ中］に
タイトルボタンを押す。
タイトルメニューが表示される。

2 選択／ 決定ダイヤルを回して  を選び、
押して決定する。

プリセットタイトル�
入学式�
卒業式�
たんじょうび�
運動会�
発表会�
夏休み�
祝�
完�

［タイトル］で終了�

プリセットタイトル�
入学式�
卒業式�
たんじょうび�
運動会�
発表会�
夏休み�
祝�
完�

［タイトル］で終了�

プリセットタイトル�
入学式�
卒業式�
たんじょうび�
運動会�
発表会�
夏休み�
祝�
完�
　戻る�

［タイトル］で終了�

選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

タイトルボタン
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3 選択／ 決定ダイヤルで入れたいタイトルを
選び、押して決定する。
タイトルが点滅する。

4 色、サイズ、位置を選択する。
表示されているタイトルの色、サイズ、位置でよいとき
は手順5にすすむ。

1 選択／ 決定ダイヤルを回して「色設定」または

「サイズ設定」、「位置設定」を選び、押して決定す

る。
選べる項目が出る。

2 選択／ 決定ダイヤルを回して希望の項目を選

び、押して決定する。

3 必要なだけ1、2を繰り返す。

5 選択／ 決定ダイヤルを押して、タイトルを
表示させる。

6 撮影を始める。

7 タイトルを消したい場面でタイトルボタンを
もう一度押す。

撮影の途中でタイトルを入れるとき

撮影中にタイトルボタンを押し、手順2から5を行う。手順5で
選択／ 決定ダイヤルを押したとき、タイトルが記録され

る。

設定表示と表示順
「色設定」
しろyきいろyむらさき
yあかyみずいろyみど
りyあお

「サイズ設定」
ちいさいyおおきい

12文字をこえるタイトルに
は「おおきい」サイズの設定
はできません。12文字をこ
えるとサイズ決定後、「ちい
さい」サイズに戻ります。

「位置設定」

1y2y3y4y5y6y
7y8y9
大きい数字になるほど位置が
下になります。
サイズ設定で「おおきい」を
選んだときは、9の位置は選
べません。

タイトルの選択／設定操作を
しているときは
画面に出ているタイトルは記
録できません。

撮影の途中でタイトルを入れ
るときは
おしらせブザーは鳴りませ
ん。

再生中に
タイトルを重ねることができ
ます。ただし、テープには記
録できません。

AV接続ケーブルをつないで
他機へダビングするとタイト
ルも記録することができま
す。

i.LINKケーブルをつないでダ
ビングする場合はタイトルは
記録できません。

タイトル確認�

夏休み�
�

プリセットタイトル�
入学式�
卒業式�
たんじょうび�
運動会�
発表会�
夏休み�
祝�
完�
　戻る�

［タイトル］で終了� ［タイトル］で終了�

夏休み�
�

サイズ 設定�

夏休み�
�

ちいさい�サイズ 設定�

夏休み��

タイトル確認�おおきい�サイズ 設定�

夏休み��
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オリジナルタイトルを作る

20文字以内のタイトルを自分で作って2種類
まで本機に記憶できます。

1［撮影スタンバイ中］または電源スイッチを
「ビデオ」にしたとき
タイトルボタンを押す。

2 選択／ 決定ダイヤルで を選び、押して
決定する。

3 選択／ 決定ダイヤルで「オリジナル1作成」
または「オリジナル2作成」を選び、押して決
定する。

　

［撮影スタンバイ中］でタイ
トルを作成中に3分以上たつ
と自動的に電源が切れます。
作成中のタイトルは残ってい
ます。一度電源スイッチを
「切（充電）」にして、手順１
からやり直してください。
タイトルの作成に3分以上か
かりそうなときは「ビデオ」
にしておくかカセットを取り
出しておけば電源は切れませ
ん。

プリセットタイトル�
入学式�
卒業式�
たんじょうび�
運動会�
発表会�
夏休み�
祝�
完�

［タイトル］で終了�

［タイトル］で終了�

タイトル作成�
オリジナル1作成�
オリジナル2作成�

［タイトル］で終了�

タイトル作成�
オリジナル1作成�
オリジナル2作成�
　戻る�

［タイトル］で終了�

タイトル作成�
オリジナル1作成�
オリジナル2作成�
　戻る�

［タイトル］で終了�

タイトル作成�
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿�

あいうえお　やゆよっゃ　ぱぴぷぺぽ�
かきくけこ　らりるれろ　ぁぃぅぇぉ�
さしすせそ　わをんゅょ　－＆　？！�
たちつてと　がぎぐげご　［　←　］�
なにぬねの　ざじずぜぞ　［きごう］�
はひふへほ　だぢづでど　［完　成］�
まみむめも　ばびぶべぼ�

選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

タイトルボタン
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4 選択／ 決定ダイヤルで希望の文字列を選
び、押して決定する。

5 選択／ 決定ダイヤルで希望の文字を選び、
押して決定する。

6 手順4、5を繰り返して希望のタイトルを作
る。

7 選択／ 決定ダイヤルを回して［完成］を選
び、押して決定する。
タイトルが記憶される。

8 タイトルボタンを押して、タイトル画面を消
す。

作成したタイトルを変更する

手順3で変更したいオリジナルタイトルを選び、押して決定す
る。

［C］を選び、ダイヤルを押して文字を消し、文字を選び直す。

［きごう］を選ぶと
アルファベットや数字、漢字
などが選べる画面が出ます。
［かな］を選ぶと、元の画面
に戻ります。

文字を消すとき
［C］を選ぶと一番後ろの文字
が消えます。

漢字変換機能は
ありません。［きごう］にあ
る漢字以外をタイトルに使う
ことはできません。

空白を入れたいとき
［―＆　？！］の文字列の空
白部分を選んでください。

［タイトル］で終了�

タイトル作成�
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿ �

あいうえお　やゆよっゃ　ぱぴぷぺぽ�
かきくけこ　らりるれろ　ぁぃぅぇぉ�
さしすせそ　わをんゅょ　－＆　？！�
たちつてと　がぎぐげご　［　←　］�
なにぬねの　ざじずぜぞ　［きごう］�
はひふへほ　だぢづでど　［完　成］�
まみむめも　ばびぶべぼ�

［タイトル］で終了�

タイトル作成�
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿�

あいうえお　やゆよっゃ　ぱぴぷぺぽ�
かきくけこ　らりるれろ　ぁぃぅぇぉ�
さしすせそ　わをんゅょ　－＆　？！�
たちつてと　がぎぐげご　［　←　］�
なにぬねの　ざじずぜぞ　［きごう］�
はひふへほ　だぢづでど　［完　成］�
まみむめも　ばびぶべぼ�

［タイトル］で終了�

タイトル作成�
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿ �

あいうえお　やゆよっゃ　ぱぴぷぺぽ�
かきくけこ　らりるれろ　ぁぃぅぇぉ�
さしすせそ　わをんゅょ　－＆　？！�
たちつてと　がぎぐげご　［　←　］�
なにぬねの　ざじずぜぞ　［きごう］�
はひふへほ　だぢづでど　［完　成］�
まみむめも　ばびぶべぼ�

［タイトル］で終了�

タイトル作成�

あいうえお　やゆよっゃ　ぱぴぷぺぽ�
かきくけこ　らりるれろ　ぁぃぅぇぉ�
さしすせそ　わをんゅょ　－＆　？！�
たちつてと　がぎぐげご　［　←　］�
なにぬねの　ざじずぜぞ　［きごう］�
はひふへほ　だぢづでど　［完　成］�
まみむめも　ばびぶべぼ�

え＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿�
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撮影した画像の一部分だけをあとで撮り直す

ことができます。液晶画面を見ながら、撮り

直したい部分の始めと終わりを決めて、その

部分だけ新しく撮り直します。

リモコンも使います。

撮り直す部分の終了点
（ここで撮影が自動的に止まる。）撮り直す部分の開始点

• Digital8 方式以外で記録
したテープでは、ゼロセッ
トメモリーはできません。

• 撮り直した部分の終了点で
画像や音声が乱れることが
あります。

テープの途中に無記録部分が
あると
ゼロセットメモリーが正しく
働かない場合があります。

新しく撮り直した部分

1［撮影スタンバイ中］に
エディットサーチボタンを押し続け、撮り直
したい部分の終了点で離す。

2 リモコンのゼロセットメモリーボタンを押
す。
「ゼロセットメモリー」が点滅し、テープカウンター値が
「0:00:00」になる。

3 エディットサーチの7ボタンを押し続け、撮
り直したい部分の開始点で離す。

4 撮影する。
撮り直す部分に新しく録画される。
テープカウンター値が「0:00:00」の付近で自動的に撮影
が止まり、撮影スタンバイになる。ゼロセットメモリー
は解除される。

一部分だけ撮り直す

エディットサーチボタン

ゼロセットメモリーボタン
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使
い
こ
な
す
ー
再
生
ー

1［再生中］または［再生一時停止中］に

メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

2 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「ピク
チャーエフェクト」を選び、押して決定す
る。

3 選択／ 決定ダイヤルで希望のモードを選
ぶ。
各ピクチャーエフェクトについて詳しくは34ページをご
覧ください。

ピクチャーエフェクトを解除する

メニューの「ピクチャーエフェクト」で「切」を選ぶ。

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
　戻る�

切�

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
　戻る�

切�
ネガアート�
セピア�
モノトーン�
ソラリ�

再生しているテープの画像にピクチャーエ

フェクトを加えて見ることができます。

再生中は、ピクチャーエフェクトのうち、

ネガアート、セピア、モノトーン、ソラリが

使えます。

画像にピクチャーエフェクトを加えて見る

• Digital8 方式以外で記録
したテープに、ピクチャー
エフェクトを加えて見るこ
とはできません。

• 外部入力している画像にピ
クチャーエフェクトを加え
て見ることはできません。

• ピクチャーエフェクトを加
えた画像は本機のテープに
録画できません。本機を再
生機とし、他のビデオへ録
画してください。

ピクチャーエフェクトを加え
た画像は

DV入力／出力端子からは出
力されません。

電源スイッチを「切（充電）」
にするか、再生を停止すると
ピクチャーエフェクトは自動
的に解除されます。

選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

メニューボタン
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1［再生中］に

メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

2 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「デジ
タルエフェクト」を選び、押して決定する。

3 選択／ 決定ダイヤルを回して希望のモード
を選び、押して決定する。
バーが表示される。
スチルとルミキーでは、押したときの画像が静止画とし
て記憶される。

4 選択／ 決定ダイヤルを回して、効果を調節
する。
各デジタルエフェクトについて詳しくは35ページをご覧
ください。

デジタルエフェクトを解除する

メニューの「デジタルエフェクト 」で「切」を選ぶ。

再生しているテープの画像にデジタルエ

フェクトを加えて見ることができます。

再生中は、デジタルエフェクトのうち、

スチル、フラッシュ、ルミキー、トレイルが

使えます。

画像にデジタルエフェクトを加えて見る

• Digital8 方式以外で記録
したテープに、デジタルエ
フェクトを加えて見ること
はできません。

• 外部入力している画像にデ
ジタルエフェクトを加えて
見ることはできません。

• デジタルエフェクトを加え
た画像は本機のテープに録
画できません。本機を再生
機とし、他のビデオへ録画
してください。

デジタルエフェクトを加えた
画像は

DV入力／出力端子からは出
力されません。

電源スイッチを「切（充電）」
にするか、再生を停止すると
デジタルエフェクトは自動的
に解除されます。

メニューボタン 選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
　戻る�

�
切�

［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
デジタルエフェクト�
　切�
　スチル�
　フラッシュ�
　ルミキー�
　トレイル�
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使
い
こ
な
す
ー
再
生
ー

撮影した画像を拡大する－テープ再生ズーム

テープに記録した動画や静止画を拡大でき

ます。

1［再生中］または「再生一時停止中」に
再生ズームボタンを押す。
画像の中心部が2倍に拡大され、画像を移動させる方向
の↑↓が表示される。

2 選択／ 決定ダイヤルを回して拡大された画
像を上下に動かし、押して決定する。

3 選択／ 決定ダイヤルを回して拡大された画
像を左右に動かし、押して決定する。

再生ズームを解除する

再生ズームボタンを押し、表示を消す。

• Digital8 方式以外で記録
したテープでは、再生ズー
ムはできません。

• 外部入力している画像に再
生ズームを加えて見ること
はできません。

• 再生ズームを加えた画像は
本機のテープに録画できま
せん。本機を再生機とし他
のビデオへ録画してくださ
い。

再生ズームを加えた画像は

DV入力／出力端子からは出
力されません。

再生ズーム中に以下の操作を
すると再生ズームは自動的に
解除されます。

– 電源スイッチを「切（充
電）」にする。

– 再生を停止する。
– メニューボタンを押す。
– タイトルボタンを押す。 R：画像が下に移動する。

r：画像が上に移動する。

T：画像が右に移動する。
（ダイヤルを下へ回す）

t：画像が左に移動する。
（ダイヤルを上へ回す）

再生ズーム�

［決定］で ←→�

再生ズーム�

［決定］で↓↑�

選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

再生ズームボタン



54

1［再生中］に
画面表示ボタンを押す。

2 後から見たい場面でゼロセットメモリーボタ
ンを押す。
テープカウンター値が「0:00:00」になる。

ゼロセットメモリー表示が点滅する。

3 再生し終わったらx停止ボタンを押す。

4 m巻戻しボタンを押す。
テープカウンター値が「0:00:00」の付近で自動的に停止
する。テープカウンターがタイムコード表示に戻り、ゼ
ロセットメモリー表示が消える。

5 N再生ボタンを押す。
テープカウンター値「0:00:00」の場面からもう1度再生
される。

見たい場面にすばやく戻す－ゼロセットメモリー

テープカウンター値が「0:00:00」の地点ま
で巻き戻しや早送りをして、自動的に停止

するようにできます。

リモコンも使います。

再生中に、後からもう一度見たいと

思う場面があったとき

• Digital8 方式以外で記録
したテープでは、ゼロセッ
トメモリーはできません。

• 巻き戻す前にゼロセットメ
モリーボタンをもう１度押
すと、ゼロセットメモリー
が解除されます。

• タイムコードとテープカウ
ンターに多少誤差が出るこ
とがあります。

テープの途中に無記録部分が
あると
ゼロセットメモリーが正しく
働かない場合があります。

x停止ボタン

N再生ボタン

画面表示ボタン ゼロセット
メモリーボタン

m巻戻しボタン
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使
い
こ
な
す
ー
再
生
ー

2002 7.4.2002 7.3. 2002 7.7.

1 電源スイッチを「ビデオ」にする。

2 リモコンのサーチ選択ボタンを押して、日付
サーチを選ぶ。

3 リモコンの.または>ボタンを押す。
日付をさかのぼるときは、.ボタンを、日付を進める
ときは、>ボタンを押す。日付の変わり目で自動的に
再生が始まる。

ボタンを押した回数だけ前（.）または後ろ（>）の
場面が頭出しされる。

サーチを止める

x 停止ボタンを押す。

撮影日の変わり目を探す－日付サーチ

撮影した日付の変わり目を頭出しできます。

リモコンも使います。

撮影日の変わり目を確認したり、

撮影日ごとに編集するとき

日付の変わり目 現在位置 日付の変わり目

• Digital8 方式以外で記録
したテープでは、日付サー
チはできません。

• 日付の変更点の間隔は2分
以上必要です。間隔が短い
と正しく検出されない場合
があります。

テープの途中に無記録部分が
あると
日付サーチが正しく働かない
ことがあります。

日付　　00�
サーチ�

次の順で変わります。
B日付サーチ　Bフォトサーチ
（表示なし）b　フォトスキャンb

サーチ選択ボタン

>ボタン

.ボタン



56

静止画を探す－フォトサーチ

1 電源スイッチを「ビデオ」にする。

2 リモコンのサーチ選択ボタンを押して、フォ
トサーチを選ぶ。

3 リモコンの.または>ボタンを押す。
静止画が再生される。

ボタンを押した回数だけ前（.）または後ろ（>）の
静止画が再生される。

サーチを止める

x 停止ボタンを押す。

フォト　　00�
サーチ�

見たい静止画を探す－フォトサーチ／フォトスキャン

静止画の場面を確認したり、静止画

をまとめて編集するとき

テープフォト撮影した静止画を頭出しできま
す（フォトサーチ）。
また、静止画を次々に探し、自動的に5秒ずつ
再生することもできます（フォトスキャン）。
リモコンも使います。

Digital8 方式以外で記録し
たテープでは、フォトサーチ
／フォトスキャンはできませ
ん。

テープの途中に無記録部分が
あると
フォトサーチ／フォトスキャ
ンが正しく働かないことがあ
ります。

次の順で変わります。
B日付サーチ　Bフォトサーチ
（表示なし）b　フォトスキャンb

サーチ選択
ボタン

.>

ボタン
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使
い
こ
な
す
ー
再
生
ー

静止画を次々に探す－フォトスキャン

1 電源スイッチを「ビデオ」にする。

2 サーチ選択ボタンを押して、フォトスキャン
を選ぶ。

3 リモコンの.または>ボタンを押す。
静止画が約5秒ずつ再生される。

フォトスキャンを止める

x 停止ボタンを押す。

フォト　　00�
スキャン�

次の順で変わります。
B日付サーチ　Bフォトサーチ
（表示なし）b　フォトスキャンb
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AV接続ケーブルでつなぐ
本機を再生機として使い、接続したビデオで録画・編集できます。

• メニューの「画面表示」を「パネル」にしてください。
（お買い上げ時は「パネル」に設定されています。）

• 画面表示ボタン、リモコンのデータコードボタン／サーチ選
択ボタンを押して画面表示を消してください。消さないでダ

ビングするとテープに記録されます。

1 カセットを準備する。

本機　：撮影済みのカセットを入れる。

録画機：録画用カセットを入れる。

2 録画機の準備をする。
ビデオ入力端子にAV接続ケーブルをつなぐ。

入力切り換えスイッチを「外部入力（ライン）」にする。
詳しくは録画機の取扱説明書をご覧ください。

3 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

4 本機で再生する。

5 録画機で録画を始める。
詳しくは録画機の取扱説明書をご覧ください。

ダビングが終わったら

録画機で録画を停止し、本機で再生を停止する。

他のビデオへダビングする

録画機は以下のどの方式のビ
デオでも使えます。

, , , , ,
, , , , , ,

録画機の音声入力がひとつ
（モノラル）の場合

AV接続ケーブルの黄色のプ
ラグを映像入力へ、白いプラ
グか赤いプラグのどちらかを
音声入力へつなぎます。音声
は、白いプラグをつなぐと左
音声が、赤いプラグをつなぐ
と右音声が記録されます。

別売りのS映像ケーブルを使
うと
録画画像がより忠実に再現で
きます。ビデオにS（S1）映
像端子がついているときは、

AV接続ケーブルの黄色いプ
ラグ（映像）のかわりに別売
りのS映像ケーブルで、本機
のS1映像端子とビデオのS
（S1）映像端子を接続するこ
とをおすすめします。

再生側

録画側

ビデオ入力

音声入力へ
: 信号の流れ AV接続ケーブル（付属）

映像入力へ

映像／音声端子へ

S1映像端子

S（S1）�
映像�

映像�

音声�
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編
集
す
る
ー
ダ
ビ
ン
グ
な
ど
ー

本機とDV端子を持っている他のビデオ機器を、1本のi.LINKケーブル （DVケーブル）（別売
り）でつなぎダビング編集ができます。
デジタルで信号のやりとりをするので、画質、音質の劣化がほとんどありません。
画面表示はダビングできません。

1 カセットを準備する。
本機　：撮影済みのカセットを入れる。

録画機：録画用カセットを入れる。

2 録画機の準備をする。
入力切り換えスイッチがある場合は、「DV入力」にす
る。詳しくは、録画機の取扱説明書をご覧ください。

3 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

4 本機で再生する。

5 録画機で録画を始める。
詳しくは、録画機の取扱説明書をご覧ください。

ダビングが終わったら

録画機で録画を停止し、本機で再生を停止する。

Digital8 方式以外で記録し
たテープでは
画像が乱れることがあります
が、故障ではありません。

Hi8/スタンダード8ミリ方式で
記録されたテープを再生中は

DV入力／出力端子からの映
像信号はデジタル信号が出力
されます。

i.LINKケーブル（DVケーブ
ル）で本機と接続できるのは

1台だけです。
i.LINKについて詳しくは、
110ページをご覧ください。

「ピクチャーエフェクト」「デ
ジタルエフェクト」「再生
ズーム」を加えた画像は

DV入力／出力端子からは出
力されません。

再生一時停止にしている画像は

DV入力／端子を使ってダビ
ングすると粗い画像になりま
す。
また、他機で再生したとき画
像がぶれることがあります。

i.LINKケーブル（DVケーブル）でつなぐ

 DV入力／
出力端子へ

 のある面を下側にする
 のある面

i.LINKケーブル
（DVケーブル）（別売り）

: 信号の流れ

DV端子へ

DV

再生側 録画側
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必要な場面を選びダビングする
－デジタルプログラムエディット

録画済みのテープから必要な場面（プログラ

ム）を選び、お好みの順番でつなぎ合わせ、

録画機を操作せずに他機のテープに簡単にダ

ビングできます。

• Digital8 方式以外で記録
したテープでは、デジタル
プログラムエディットはで
きません。

• i.LINKケーブル（DVケー
ブル）で接続したとき、録
画機の機種により正しく操
作できない場合がありま
す。本機の「コントロール
選択」を「リモコン」に設
定してください。

• デジタルプログラムエ
ディットの操作信号は、

LANC  端子では送信で
きません。

i.LINKケーブル（DVケーブ
ル）でつなぐと
デジタルで信号のやりとりを
するので、画質、音質の劣化
がほとんどありません。

デジタルプログラムエディットには、次の準備が必要で

す

準備1：録画機をつなぐ（60ページ）

準備2：録画機を操作するための設定をする
－AV接続ケーブルでつなぐ（61ページ）
－i.LINKケーブル（DVケーブル）でつなぐ（64ページ）

準備3：録画機のタイミングを補正する（65ページ）

上記の準備を1度行った録画機を使用する場合は準備2、3は不
要です。

操作は以下の順で行います

操作1：プログラムをつくる（67ページ）

操作2：プログラムを実行する（ダビングする）（70ページ）

準備1 録画機をつなぐ

AV接続ケーブル、i.LINKケーブル（DVケーブル）どちらでも
接続できます。AV接続ケーブルの場合は58ページ、i.LINK
ケーブル（DVケーブル）の場合は59ページの図のように接続
します。

場面はフレーム単位で選べます。

最大20プログラムまで設定できます。

不要な場面 不要な場面

順序を入れ替える
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準備2 録画機を操作するための設定をする
ー AV接続ケーブルでつなぐ

AV接続ケーブルで接続したときは、本機の赤外線発光部から
録画機のリモコン受光部に録画機を操作するための信号を送り
ます。
正しく信号を送るために、以下の設定（1～4）を行ってくだ
さい。

1 リモコンコードを設定する。

1 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

2 録画機の電源を入れ、入力切換を選ぶ。

録画機がビデオカメラレコーダーのときは、電源
スイッチを「ビデオ」にする。

3 メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

4 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「プログラ
ムエディット」を選び、押して決定する。

5 選択／ 決定ダイヤルで「エディット設定」を選
び、押して決定する。
プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正  �
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
リモコン�

［メニュー］で終了�

0:08:55:06

リモコンコードについて
本機には、下記のリモコン
コードが記憶されています。
お使いの機器のリモコンコー
ドを設定してください。お買
い上げ時、本機は「3」に設定
されています。

メーカー リモコンコード

ソニー 1、2、3、4、
5、6

アイワ 47、54、55、
57、60、64

キヤノン 97
コルディナ 34
富士通 34
フナイ 61、80
ゴールドスター 47
日立 43、47、56、

75
ビクター 12、13、14、

21
マルマン 26
三菱 22、27、28、

29
ＮＥＣ 35、65、66、

67
オリオン 69、72
松下 16、18、19、

78、79、96
フィリップス 83
パイオニア 31
三洋 36、38、46
シャープ 88、89、90、

98
東芝 39、40、68
ユピテル 47

リモコンコードが対応してい
ない機種は、デジタルプログ
ラムエディットはできませ
ん。

その他�
データコード�
おしらせブザー�
リモコン�
画面表示�
プログラムエディット�
インジケーター�
　 戻る�

�
�
　�
�
実行できます　�
　�
　�

［メニュー］で終了�

�
　マーク�
　マークとりけし�
　全消去�
　スタート�
　エディット設定 �
�
トータル�
プログラム�

0:08:55:06
1　ここから�

0:00:00:00�
0

�

［メニュー］で終了�

�プログラムエディット�

メニューボタン 選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）
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6 選択／ 決定ダイヤルで「コントロール選択」を
選び、押して決定する。

7 選択／ 決定ダイヤルで「リモコン」を選び、押
して決定する。

8 選択／ 決定ダイヤルを回して「リモコンコード」
を選んだのち、録画機のリモコンコード（番号）を
選び、押して決定する。
「リモコンコードについて」（61ページ）を参照す
る。

2 録画機の録画一時停止解除モードを設定する。

選択／ 決定ダイヤルで「一時停止解除モード」を選ん
だのち、録画機の録画一時停止解除モードを選び、押し
て決定する。

詳しくは録画機の取扱説明書をご覧ください。

録画一時停止解除モードにつ
いて
お使いの録画機で録画一時停
止を解除し、録画を始めると
きに押すボタンを下記よりお
選びください。（ボタンの種
類は録画機により異なりま
す。）
それぞれのボタンに合った録
画一時停止解除モードを設定
してください。

録画機の 録画一時停止
ボタン 解除モード

X（一時停止）「一時停止」

z（録画） 「録画」

N（再生） 「再生」

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
�
�
�
�
　1　�
　�
　�
　�

［メニュー］で終了�

0:08:55:06

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�
　　�

�
�
�
�
�
　�
一時停止�
録画�
再生�

［メニュー］で終了�

0:08:55:06 プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
�
�
�
�
　�
一時停止　�
　�
　�
　�［メニュー］で終了�

0:08:55:06

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正  �
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
リモコン�
ｉ．ＬＩＮＫ　�
　�
　�
　�
　�

［メニュー］で終了�

0:08:55:06
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3 本機の赤外線発光部と録画機のリモコン受光
部を向かい合わせる。
機器の距離は約30cm離し、間に障害物等がない状態に
する。

4 録画機が正しく動作するか確認する。

1 録画機にカセットを入れ、録画一時停止にする。

2 選択／ 決定ダイヤルで「リモコンテスト」を選

び、押して決定する。

3 選択／ 決定ダイヤルで「実行」を選び、押して

決定する。
録画機が録画を開始すれば、正しく設定されてい
る。
終了すると本機の表示は「完了」に変わる。

録画機が正しく動作しないときは

•「リモコンコードについて」のコードをご覧の上、「リモコン
コード」または「録画一時停止解除モード」を設定し直す。

• 本機と録画機を約30cmまで離す。

• 録画機の取扱説明書をご確認ください。

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
　�
　�
　�
�
�
�
完了�

［メニュー］で終了�

0:08:55:06

ビデオ

リモコン受光部

AV接続ケーブル（付属）

赤外線発光部

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
　�
　�
　�
�
�
�
�

［メニュー］で終了�

0:08:55:06
�
�
�
�
録画機を録画一時停止�
にしてください�
�
戻る�
実行�
�
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準備2 録画機を操作するための設定をする
ーi.LINKケーブル（DVケーブル）でつなぐ

i.LINKケーブル（DVケーブル）で接続したときはこの設定を行
います。

1 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

2 録画機の電源を入れ、入力切換を「DV入力」
にする。
録画機がデジタルビデオカメラレコーダーのときは、電
源スイッチを「ビデオ」にする。

3 メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

4 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「プロ
グラムエディット」を選び、押して決定す
る。

その他�
データコード�
おしらせブザー�
リモコン�
画面表示�
プログラムエディット�
インジケーター�
　 戻る�

�
�
　　�
�
実行できます　�
　�
　�

［メニュー］で終了�

�
　マーク�
　マークとりけし�
　全消去�
　スタート�
　エディット設定 �
�
トータル�
プログラム�

0:08:55:06
1　ここから�

0:00:00:00�
0

�

［メニュー］で終了�

�プログラムエディット�

メニューボタン 選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

i.LINKケーブル（DVケーブ
ル）でつなぐと
タイトル、画面表示はダビン
グできません。
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5 選択／ 決定ダイヤルで「エディット設定」
を選び、押して決定する。

6 選択／ 決定ダイヤルで「コントロール選
択」を選び、押して決定する。

7 選択／ 決定ダイヤルで「i.LINK」を選び、
押して決定する。

準備3 録画機のタイミングを補正する

筆記具をご用意ください。

本機の動作と録画機の動作のタイミングの誤差を補正します。

本機のテープを取り出しておいてください。

1 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

2 録画機にカセットを入れ、録画一時停止にす
る。
「コントロール選択」で「i.LINK」を選んだときは、録画
一時停止にする必要はありません。

3 選択／ 決定ダイヤルで「タイミング補正」
を選び、押して決定する。

• タイミング補正用の画像が
約50秒間録画されます。

• テープの頭から記録する
と、始めの部分が切れるこ
とがあります。10秒ほど
テープを送ってから記録し
てください。

• i.LINKケーブル（DVケー
ブル）接続で録画機の操作
がうまく行えないときは、
接続はそのままで、AV接
続ケーブルでの設定（61
ページ）を行ってくださ
い。映像／音声はデジタル
信号で送られます。

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
ｉ．ＬＩＮＫ�

［メニュー］で終了�

0：08：55：06

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正  �
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
リモコン�

［メニュー］で終了�

0：08：55：06

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
�
戻る�
実行�
�
録画機を録画一時停止�
にしてください�

［メニュー］で終了�

0：08：55：06�
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4 選択／ 決定ダイヤルで「実行」を選び、押
して決定する。
録画機にタイミング補正用のカウンターが5回分入った
画像が録画される。

終了すると本機の表示は「実行中」の点滅から「完了」の
点灯に変わる。

5 録画機のカセットを巻き戻し、スロー再生す
る。

5回分の「ここから」のカウンター数値と「ここまで」の
カウンター数値が表示される。これらのカウンター数値
の中から、各回ごとに「ここから」の最初に表示される
数値と「ここまで」の最後に表示される数値をメモす
る。

6「ここから」の5回分の数値と「ここまで」の5
回分の数値それぞれの平均値を計算する。

7 選択／ 決定ダイヤルで「”ここから”補正」
を選び、押して決定する。

8 選択／ 決定ダイヤルで「ここから」の平均
値の数値を選び、押して決定する。
録画開始のタイミングが補正される。

プログラムエディット�
�
�
�
　　　0　�
　�

［メニュー］で終了�

エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

0：08：55：06

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
�
実行中�
�
　５回目�
　ここから�
　－　６０　�
　�

［メニュー］で終了�

プログラムエディット�
エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

�
�
完了�

［メニュー］で終了�

0：08：55：06 0：08：55：06
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9 選択／ 決定ダイヤルで「”ここまで”補正」
を選び、押して決定する。

q; 選択／ 決定ダイヤルを回して「ここまで」
の平均値の数値を選び、押して決定する。
録画停止のタイミングが補正される。

qa 選択／ 決定ダイヤルで「 戻る」を選び、
押して決定する。

操作1 プログラムをつくる

1 本機に再生するカセットを入れ、録画機に録
画するカセットを入れる。

2 メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

3 選択／ 決定ダイヤルで の項目の「プロ
グラムエディット」を選び、押して決定す
る。

プログラムエディット�
�
�
�
�
　　　0　�
　�

［メニュー］で終了�

エディット設定�
　コントロール選択�
　タイミング補正�
　”ここから”補正�
　”ここまで”補正�
　リモコンコード�
　一時停止解除モード�
　リモコンテスト�
　　 戻る�

0:08:55:06

その他�
データコード�
おしらせブザー�
リモコン�
画面表示�
プログラムエディット�
インジケーター�
　 戻る�

�
�
　�
　�
　�
　�
　�

［メニュー］で終了�

�
�
　�
�
実行できます　�
　�
　�

�
　マーク�
　マークとりけし�
　全消去�
　スタート�
　エディット設定 �
�
トータル�
プログラム�

0:08:55:06
1　ここから�

0:00:00:00�
0

�

［メニュー］で終了�

�プログラムエディット�

• メニューで「再生モード」
を「 ／ 」にしたと
き、デジタルプログラムエ
ディットはできません。

• デジタルプログラムエ
ディット操作中は録画する
ことはできません。

テープの次の部分には「ここ
から」「ここまで」の設定はで
きません

• 無記録部分
• Digital8 方式以外で記録
された部分

次の場合、タイムコードが正
しく表示されません

• Digital8 方式以外で記録
したテープ

•「ここから」と「ここまで」
の間に無記録部分がある
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4 ビデオ操作ボタンを使って、録画したい部分
の始めを探し、再生一時停止にする。
エディットサーチ＋／－7ボタンで微調整できます。

5 選択／ 決定ダイヤルを押す。
最初のプログラム「ここから」が設
定され、最初のプログラムマーク
の上側が水色に変わる。

6 ビデオ操作ボタンを使って、録画したい部分
の終わりを探し、再生一時停止にする。

7 選択／ 決定ダイヤルを押す。
最初のプログラム「ここまで」が設
定され、最初のプログラムマーク
の下側が水色に変わる。

8 手順4～7を繰り返し、プログラムを設定す
る。

プログラムが設定されると、プロ
グラムマークが水色に変わる。
最大20プログラムまで設定できま
す。

�
　マーク�
　マークとりけし�
　全消去�
　スタート�
　エディット設定�
�
トータル�
プログラム�

0:10:01:23
4　ここから�

0:00:47:12�
3

�

［メニュー］で終了�

�プログラムエディット�

�
　マーク�
　マークとりけし�
　全消去�
　スタート�
　エディット設定�
�
トータル�
プログラム�

0:09:07:06
2　ここから�

0:00:12:00�
1

�

［メニュー］で終了�

�プログラムエディット�

�
　マーク�
　マークとりけし�
　全消去�
　スタート�
　エディット設定 �
�
トータル�
プログラム�

0:08:55:06
1　ここまで�

0:00:00:00�
0

�

［メニュー］で終了�

�プログラムエディット�
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一度設定したプログラムを消す

最後に設定したプログラムの「ここまで」、「ここから」の順で

消去していきます。

1 選択／ 決定ダイヤルで「マークとりけし」
を選び、押して決定する。

2 選択／ 決定ダイヤルで「実行」を選び、押
して決定する。
最後に設定したプログラムマークが点滅し、設定が取り
消されます。

消去を中止する

手順2で「戻る」を選び、押して決定する。

プログラムの全消去

1 選択／ 決定ダイヤルで「プログラムエ
ディット」を選択したのち、「全消去」を選
び、押して決定する。

2 選択／ 決定ダイヤルで「実行」を選び、押
して決定する。
設定したプログラムマークすべてが点滅し、設定が取り
消されます。

全消去を中止する

手順2で「戻る」を選び、押して決定する。

プログラムを中止する

メニューボタンを押す。

設定したプログラムはテープを取り出さないかぎり記憶されま

す。
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以下の場合には、録画機で録
画できません

• テープが終わりになってい
る。

• テープが誤消去防止状態に
なっている。

• リモコンコードが合ってい
ない。（「リモコン」に設定
したとき）

• 録画一時停止解除モードが
まちがっている。（「リモコ
ン」に設定したとき）

以下の場合には、「実行でき
ません」と表示され、ダビン
グできません

• プログラムが未設定
• i.LINKケーブル（DVケー
ブル）を接続していない。
（「i.LINK」に設定したと
き）

• 接続している録画機の電源
が入っていない。
（「i.LINK」に設定したと
き）

操作2 プログラムを実行する（ダビングする）

機器の接続と録画機が録画一時停止状態であることを確認す

る。（i.LINKケーブル（DVケーブル）での接続のときは不要で
す。）

録画機がデジタルビデオカメラレコーダーのときは、電源ス

イッチを「ビデオ」にする。

1 選択／ 決定ダイヤルで「プログラムエ
ディット」を選択したのち、「スタート」を選
び、押して決定する。

2 選択／ 決定ダイヤルで「実行」を選び、押
して決定する。
最初のプログラムの始まりをサーチし、ダビングを開始
する。このとき、実行中のプログラムマークが点滅す
る。

本機には、サーチ中は「サーチ中」、録画中は「エディッ
ト中」が表示される。

ダビングの終了したプログラムはプログラムマークが水
色に変わる。

ダビングが終わると本機も録画機も自動的に停止する。

エディット中にダビングを中止する

ビデオ操作ボタンのx停止ボタンを押す。

デジタルプログラムエディットを終了する

ダビングが終了すると本機は停止し、画面は「プログラムエ

ディット」の設定画面に戻る。

メニューボタンを押し、表示を消す。

必要な場面を選びダビングする－デジタルプログラムエディット（つづき）
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メニューの「画面表示」を「パネル」にしてください。

（お買い上げ時は「パネル」に設定されています。）

1 カセットを準備する。

本機　：録画用カセットを入れる。

再生機：ビデオから録画するときは、録画済みのカセッ

トを入れる。

2 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

3 本機を録画一時停止にする。

z録画ボタンを2つ同時に押し、すぐにX一時停止ボタン
を押す。

4 再生側のビデオを再生する。または、録画し
たいテレビ番組を受信する。
ビデオやテレビの画像が液晶画面またはファインダーに
出る。

録画� 一時停止�

ビデオやテレビから録画する

AV接続ケーブルでつなぐ

本機を録画機として使い、再生側のビデオの画像やテレビ番組を録画・編集できます。

• よりよいつなぎ撮りのため
に、Hi8/スタンダード8ミ
リ方式で記録した画像と、

Digital8 方式で記録した
画像をひとつのテープに混
在させないことをおすすめ
します。

• 再生側のビデオで早送りや
スロー再生などを行うと、
本機で録画中の画像が乱れ
ることがあります。テープ
を通常速度で再生してくだ
さい。

ビデオやテレビの音声出力端
子がひとつ（モノラル）の場
合

AV接続ケーブルの黄色いプ
ラグを映像出力へ、白いプラ
グか赤いプラグのどちらかを
音声入力へつなぎます。音声
は、白いプラグをつなぐと左
音声が、赤いプラグをつなぐ
と右音声が記録されます。

映像�

音声�

S(S1)映像�

受信／再生側

S1映像端子
映像／音声
端子へ

AV接続ケーブル（付属）

出力

テレビ

ビデオ

映像出力へ

音声出力へ

録画側

: 信号の流れ
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ビデオやテレビから録画する（つづき）

5 録画したい場面でX一時停止ボタンを押して
録画を始める。

ダビングが終わったら

本機で録画を停止し、再生機で再生を停止する。

別売りのS映像ケーブルを使
うと
録画画像がより忠実に再現で
きます。ビデオやテレビにS
（S1）映像端子がついている
ときは、AV接続ケーブルの
黄色いプラグ（映像）のかわ
りに別売りのS映像ケーブル
で本機のS1映像端子とビデオ
またはテレビのS（S1）映像
端子を接続することをおすす
めします。
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1 カセットを準備する。
本機　：録画用カセットを入れる。
再生機：録画済みのカセットを入れる。

2 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

3 本機を録画一時停止にする。
z録画ボタンを2つ同時に押し、すぐにX一時停止ボタン
を押す。

4 再生機で再生する。

DV機器の画像が液晶画面またはファインダーに出る。

5 録画したい場面でX一時停止ボタンを押して
録画を始める。

ダビングが終わったら

本機で録画を停止し、再生機で再生を停止する。

録画� 一時停止�

本機とDV端子を持っている他のビデオ機器を1本のi.LINKケーブル （DVケーブル）（別売り）
でつなぎ本機で録画、編集ができます。

デジタルで信号のやりとりをするので、画質、音質の劣化がほとんどありません。

i.LINKケーブル（DVケーブ
ル）で本機と接続できるのは

1台だけです。

デジタルダビング編集中は
モニター映像に色ムラが出る
ことがありますが、ダビング
された画像には影響はありま
せん。

再生一時停止にしている画像は

DV入力／出力端子を使って
ダビングすると粗い画像にな
ります。
また、本機で再生したとき画
像がぶれることがあります。

録画を始める前に
画面表示ボタンを押して、
「DV入力」の表示が出るのを
確認してください。表示は両
方の機器に出ることもありま
す。

i.LINKケーブル（DVケーブル）でつなぐ

DV

 DV入力／
出力端子へ

 のある面

のある面
を下側に
する

i.LINKケーブル
（DVケーブル）（別売り）

: 信号の流れ

DV端子へ

再生側 録画側
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撮影、録画済みテープの指定した部分に、他

のビデオからの映像・音声を挿入（インサー

ト編集）できます。

リモコンも使います。

71ページまたは73ページの接続と準備を
し、挿入したい部分の入ったテープを他機に

入れておきます。

撮影したテープに新しく画像を挿入する

• Digital8 方式以外で記録
したテープでは、ゼロセッ
トメモリーはできません。

• 新しく挿入された部分の編
集前の映像と音声は消えま
す。

新しく挿入された部分を再生
すると
終了点の画像や音声が乱れる
ことがありますが、故障では
ありません。

1 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

テープの走行方向 挿入したい部分

(a)

挿入したい
部分の入った
テープ（他機）

新しく画像を挿入する部分の開始点
(b)

画像を挿入する部分の終了点
(c)

編集前の
テープ

（本機）

編集後の
テープ

（本機）

新しく挿入
された部分

(前の音声も消える。)

挿入すると

ゼロセット
メモリーボタン
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2 他機（再生側）で、挿入したい部分（a）の少
し前で、再生一時停止状態にする。

3 本機で、挿入部分の終了点（c）を探し、再生
一時停止状態にする。

4 リモコンのゼロセットメモリーボタンを押す。
「ゼロセットメモリー」表示が点滅
し、挿入部分の終了点が記憶され、
テープカウンター値が「0:00:00」
になる。

5 本機で、挿入部分の開始点（b）を探し、録画
一時停止状態にする。
z録画ボタンを2つ同時に押す。

6 他機（再生側）のX一時停止ボタンを先に押
し、数秒後に本機のX一時停止ボタンを押す。
本機の挿入部分に、新たに他機（再生側）の映像と音声が
記録され始める。

テープカウンター値が「0:00:00」の付近で、本機は自動
的に停止になり、ゼロセットメモリーが解除される。

終了点の位置を変える

手順5の後でゼロセットメモリーボタンをもう1度押し、「ゼロ
セットメモリー」表示を消して、手順3からやり直す。

終了点を設定せずに録画する
ときは
手順3、4をとばします。
終了したいところでx停止ボ
タンを押します。

ゼロセット�
メモリー�

0:00:00

録画�
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 DV入力／
出力端子へ

DV端子へ
 のある面

 のある面を
下側にする

i.LINKケーブル
（DVケーブル）（別売り）

テープの画像を見る

USB端子でパソコンと接続するとき
詳しくは78ページをご覧ください。

 DV入力／出力端子でパソコンと接続するとき

お持ちのパソコンにDV端子が装備されていて、ビデオ信号の
取り込みができる編集ソフトがインストールされている必要が

あります。

画像をパソコンで見る－はじめに

画像をパソコンでご覧になるには、下記の接

続をしてください。

お持ちのパソコンの各端子、編集ソフトについては、パソコンメーカーにお問い合わせください。

USB端子へ（USB）端子へ

USBケーブル（別売り）

本機の接続端子 接続ケーブル パソコンに必要な環境

テープの静止画・ USB端子 USBケーブル（別売り） USB端子、編集ソフト

動画 DV端子 i.LINKケーブル（DVケーブル）（別売り） DV端子、編集ソフト

本機のカメラ画像 USB端子 USBケーブル（別売り） USB端子、編集ソフト
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カメラの画像を見る

USB端子でパソコンと接続する
詳しくは78ページをご覧ください。

USB端子へ（USB）端子へ

USBケーブル（別売り）
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パソコンで画像を見る－Windowsをお使いの方へ

パソコンで画像を見るには、別売りのパソコ
ン接続キット（DPCK-US20）が必要です。
本機とパソコンをUSB接続すると、本機の
撮影画像や再生画像をパソコンで見ることが
できます（USBストリーミング機能）。さら
に画像を取り込むと、パソコンのソフトウェ
アで加工したり、Eメールに添付したりでき
ます。

USB接続をして本機の画像をパソコン
で見る
1.　USBドライバをインストールする（79
ページ）。

2.　“PIXELA ImageMixer Ver.1.0 for
Sony”をインストールする（84ペー
ジ）。

3.　“PIXELA ImageMixer Ver.1.0 for
Sony”で画像を取り込む（85ページ）。

パソコンの推奨使用環境

推奨Windows環境
OS：Microsoft Windows 98SE,

Windows Me, Windows 2000
Professional, Windows XP Home
Edition, Windows XP Professional

上記のOSが工場出荷時にインストールされ
ていることが必要です。
上記のOS内でもアップグレードされた場合
は保証いたしません。

Windows 98では音声が出ませんが、静止
画の取り込みはできます。

CPU： Pentium III 500 MHz以上が必要
です。（Pentium III 800 MHz以上
を推奨します。）

必要ソフトウェア：
DirectX 8.0a以降が必要です。

サウンドカード：
16ビットのステレオサウンドカー
ド及びスピーカ

メモリ：64 MB以上が必要です。
ハードディスク：
インストールに必要な空きディスク容
量： 約200MB以上
推奨するハードディスクの空き容量：

1GB以上（編集する画像ファイル
のサイズにより異なります。）

ディスプレイ：4MBのVRAMを搭載した
ビデオカード、解像度は800×600 ドッ
ト以上、High Color（16bitカラー、
65,000色）、Direct Draw ドライバ対応
（800×600 ドット未満、256色以下では
正常に動作しません。）

その他：DirectXテクノロジに対応しており
ますので、ご使用の際は DirectX
が組み込まれている必要がありま
す。

USB端子が標準で装備されていることが必
要です。

この機能はMacintoshではご使用になれ
ません。

ご注意

• 1台のパソコンで2つ以上のUSB接続をさ
れる場合、またハブをご使用の場合は動作

保証致しません。

• 同時に使われるUSB機器によっては動作
致しません。

• 推奨環境のすべてのパソコンについて動作
を保証するものではありません。

• WindowsおよびWindows Mediaは、米
国Microsoft Corporationの米国及びその
他の国における登録商標です。

• PentiumはIntel Corporationの登録商標
または商標です。

• その他本書で登場するシステム名、製品名
は一般に各開発メーカーの登録商標あるい

は商標です。なお本文では™、®マークは
明記していません。
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USBドライバのインストール
が完了する前にUSBケーブル
を接続すると、USBドライバ
が誤って登録されます。81
ページの手順に従って、もう
一度インストールしてくださ
い。

USBドライバをインストールする

本機をパソコンに接続するには、お手持ちのパソコンにUSBド
ライバのインストールが必要です。USBドライバは、パソコン
接続キット（DPCK-US20）（別売り）に付属しているCD-
ROMに、画像を見るためのアプリケーションソフトとともに
収録されています。

以下の操作はUSBケーブルを接続しないで行ってください。

USBケーブルは手順8で接続してください。

Windows 2000 Professionalをお使いの場合はAdministrator、
Windows XP をお使いの場合は、コンピュータの管理者権限が必要で
す。

1 パソコンの電源を入れ、Windowsを起動す
る。

2 パソコン接続キット（別売り）に付属のCD-
ROMを、パソコンのCD-ROMドライブに
セットする。
アプリケーションソフトが起動し、タイトル画面が表示
されます。

3「USB Driver」をクリックする。
USBドライバのインストール画面が起動します。
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パソコンで画像を見る－Windowsをお使いの方へ（つづき）

4 画面の指示に従ってUSBドライバをインス
トールする。

5 本機にACパワーアダプターを接続する。

6 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

7 メニューで の項目の「USBストリーム」を
「入」にする。（91ページ）

8 パソコン接続キット（別売り）に付属のCD-
ROMをパソコンのCD-ROMドライブに
セットして、パソコン接続キット（別売り）
に付属のUSBケーブルで、本機の（USB）
端子とパソコンのUSB端子を接続する。
パソコンが本機を認識し、「ハードウェアの追加ウィザー
ド」が起動します。

9「ハードウェアの追加ウィザード」画面の指示
に従ってハ－ドウェアを認識させる。

3種類のUSBドライバをインストールするため、「ハード
ウェア追加ウィザード」は3回起動します。
途中で中断せずに最後までインストールしてください。

USB端子へ（USB）端子へ

USBケーブル（別売り）
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Windows 2000 ProfessionalまたはWindows XPを
お使いの場合のみ

0「ファイルが必要」と表示されたら、
「参照...」→「マイコンピュータ」→
「IMAGEMIXER」→「sonyhcb.sys」の順
で開き、「OK」をクリックする。

インストールが終了したら、84ページの「“PIXELA
ImageMixer Ver.1.0 for Sony”をインストールする」へお進
みください。

USBドライバがインストール出来ない場合

USBドライバのインストールが完了する前に、本機とパソコン
を接続したためUSBドライバが誤って登録されています。以下
の手順を行ってください。

手順1：誤って登録されたUSBドライバをアンインストールする

1 パソコンの電源を入れ、Windowsを起動する。

2 パソコン接続キット（別売り）に付属のUSBケー
ブルで、本機の （USB）端子とパソコンのUSB端
子を接続する。

3 本機にACパワーアダプターを接続して、本機の電
源スイッチを「ビデオ」にする。
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パソコンで画像を見る－Windowsをお使いの方へ（つづき）

4 パソコンの「デバイスマネージャ」を開く。

• Windows XPをお使いの場合：
「スタート」→「コントロールパネル」→「システ

ム」→「ハードウェア」の順で開き、「デバイスマ

ネージャ」をクリックする。

「コントロールパネル」をクリックし「作業する分

野を選びます」の中に「システム」がない場合、

「クラシック表示に切り替える」をクリックす

る。

• Windows 2000 Professionalをお使いの場合：

「マイコンピュータ」→「コントロールパネル」→

「システム」→「ハードウェア」の順で開き、

「デバイスマネージャ」をクリックする。

• Windows 98SE/Windows Meをお使いの場合：

「マイコンピュータ」→「コントロールパネル」→

「システム」の順で開き、「デバイスマネージャ」

をクリックする。

5 下線で示したデバイスを選び削除する。

Windows 98SE Windows Me
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6 本機の電源を「切（充電）」にして、USBケーブル
を抜く。

7 パソコンを再起動する。

手順2：パソコン接続キット（別売り）に付属のCD-ROMより

USBドライバをインストールする

79ページの「USBドライバをインストールする」
の手順を行ってください。

Windows 2000 Professional

Windows XP
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“PIXELA ImageMixer Ver.1.0 for Sony”をイ
ンストールする

パソコン接続キット（別売り）に付属のCD-ROMに入っている
ソフトウェア“PIXELA ImageMixer Ver.1.0 for Sony”を使
うと、本機で録画した画像データをお使いのパソコンで手軽に

見ることができます。

Windows 2000 Professionalをお使いの場合、Power Userまたは
Administrator権限が必要です。Windows XPをお使いの場合、コン
ピュータの管理者権限が必要です。

1 パソコンの電源を入れ、Windowsを起動す
る。
パソコンを使用中の場合には、起動しているアプリケー
ションをすべて終了してください。

2 パソコン接続キット（別売り）に付属のCD-
ROMを、パソコンのCD-ROMドライブに
セットする。
しばらくすると、タイトル画面が表示されます。

タイトル画面が表示されないときは、「マイコンピュー
タ」をダブルクリックしたあと「ImageMixer」（CD-
ROMドライブ）をダブルクリックしてしばらくすると表
示されます。

3「PIXELA ImageMixer」をクリックする。
インストールウィザードプログラムが起動し、「設定言語
の選択」画面が表示されます。

パソコンで画像を見る－Windowsをお使いの方へ（つづき）
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4 インストール時の設定言語を選択する。

5 画面の指示に従って操作する。
インストールが終了すると、インストール画面が消えま
す。

6「DirectX」をクリックする。
画面の指示に従って操作し、DirectXをインストールす
る。
インストールが終了したら、パソコンを再起動してくだ
さい。

“PIXELA ImageMixer Ver.1.0 for Sony”で画
像を取り込む

Windows 2000 Professionalをお使いの場合、Power Userまたは
Administrator権限が必要です。Windows XPをお使いの場合、コン
ピュータの管理者権限が必要です。

画像を見る

◆テープに記録された画像を見る

1 パソコンの電源を入れ、Windowsを起動す
る。

2 パソコン接続キット（別売り）に付属のUSB
ケーブルで、本機の （USB）端子とパソコ
ンのUSB端子を接続する。

3 本機にACパワーアダプターを接続し、カ
セットを入れる。

USB端子へ（USB）端子へ

USBケーブル（別売り）
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パソコンで画像を見る－Windowsをお使いの方へ（つづき）

4　本機の電源スイッチを「ビデオ」にして、メ
ニューで の項目の「USBストリーム」を
「入」にする。（91ページ）

5　Windows上で「スタート」→「プログラム」
→「PIXELA」→「ImageMixer」→
「ImageMixer Ver.1.0 for Sony」の順に開
く。

6　画面一番左の をクリックする。

“PIXELA ImageMixer Ver.1.0 for Sony”が起動し、
タイトル画面が表示されます。

7　 をクリックする。

8 本機のB再生ボタンを押して、テープの再生
を始める。
プレビュー画面にテープの再生画像が表示されます。

プレビュー画面
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◆本機のカメラ画像を見る

1 85ページの手順1、2を行い、本機にACパ
ワーアダプターを接続する。

2 本機の電源スイッチを「カメラ」にして、メ

ニューで の項目の「USBストリーム」を
「入」にする。（91ページ）

3 86ページの手順5から7を行う。
プレビュー画面に本機のカメラ画像が表示されます。

画像を取り込む

◆静止画を取り込む

1 をクリックする。

2 プレビュー画面を見ながら、取り込みたい静
止画のところで をクリックする。
静止画が取り込まれます。
取り込まれた画像は、ファイルサムネール一覧ウインド
ウに表示されます。

• 以下のことが起こる場合が
ありますが、故障ではあり
ません。
－画像が上下に揺れる。
－画像によってはノイズが
出るなど正しく表示され
ない。

－本機とカラー方式が異な
る画像が正しく表示され
ない。

• テープを入れた状態でスタ
ンバイモードが3分以上続
くと、自動的に電源が切れ
ます。テープが入っていな
い状態でスタンバイモード
のときは、メニューで「デ
モモード」を「切」にして
おくことをお勧めします。

• 本機の画面表示は取り込ま
れません。

画像が映らない場合

USBドライバのインストール
をする前にパソコンと本機が
接続されたために、誤ったド
ライバが認識されています。

81ページの手順に従って、も
う一度インストールしてくだ
さい。

不具合が生じたときは
起動しているすべてのアプリ
ケーションを終了し、再起動
してください。

以下の操作を行うときは、ア
プリケーションを終了してか
ら行ってください

– USBケーブルを抜く。
– 本機の電源スイッチを切り
換える、または「切（充
電）」にする。

プレビュー画面
ファイルサムネール
一覧ウインドウ
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パソコンで画像を見る－Windowsをお使いの方へ（つづき）

◆動画を取り込む

1  をクリックする。

2 プレビュー画面を見ながら、取り込みたい動
画の最初の場面で をクリックする。

が へと変わります。

3 取り込みたい場面の最後で をクリック
する。
取り込まれた画像は、ファイルサムネール一覧ウインド
ウに表示されます。
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“PIXELA ImageMixer Ver.1.0 for Sony”のオ
ンラインヘルプ（取扱説明）を見る

“PIXELA ImageMixer Ver.1.0 for Sony”には、詳しい操作
方法を調べることができるオンラインヘルプ（取扱説明）が用

意されています。

1　画面右上の をクリックする。
オンラインヘルプ画面が表示されます。

2 目次から調べたり、キーワードを指定して検
索する。

オンラインヘルプを閉じる

画面右上の をクリックする。

“PIXELA ImageMixer Ver.1.0 for Sony”に関するお問い合
わせ

“ImageMixer Ver.1.0 for Sony”はピクセラ社製です。

お問い合わせはピクセラ社までお願い致します。

詳しくは、別売りのパソコン接続キットに付属の取扱説明書を

ご覧ください。

パソコンを使用するときのご注意

パソコンとの通信

パソコンがサスペンド・レジューム機能、またはスリープ機能

から復帰しても、通信状態が復帰できないことがあります。
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メニューの「画面表示」を「パネル」にしてください。

（お買い上げ時は「パネル」に設定されています。）

1 本機の電源スイッチを「ビデオ」にする。

2 メニューボタンを押してメニュー画面を出す。

3 選択／ 決定ダイヤルで の項目の
「A／V入力tDV出力」を「入」にする。

4 アナログビデオ機器で再生を始める。

5 パソコンで取り込みを始める。
取り込む操作は、お使いになるパソコンのソフトウェア
によって異なります。詳しくは、お使いになるソフト
ウェアの取扱説明書をご覧ください。

取り込みが終わったら

パソコンで取り込み動作を停止し、アナログビデオ機器で再生

を停止する。

• ビデオ信号の取り込みがで
きるソフトウェアがパソコ
ン側にインストールされて
いる必要があります。

• 本機に入力される映像信号
の状態によっては、本機か
らのDV出力をパソコンに
入力した場合、正しい映像
を出力することができない
ことがあります。

• 著作権保護の為の信号（ID-
2方式など）が記録されて
いるソフトを再生して本機
に入力し、本機から出力さ
れた信号を録画したり、パ
ソコンで取り込むことはで
きません。

• AV接続ケーブル（付属）の
かわりにS映像ケーブル
（別売り）を使ってパソコン
に取り込むことができま
す。

USB端子があるパソコンで
は
USBケーブルを使って接続す
ることができますが、映像が
なめらかに映らないことがあ
ります。

アナログ機器とパソコンをつなげて使う
－デジタル変換機能

アナログビデオ機器に録画した映像、音声を本機を通して、i.LINK端子を持つパソコンに接続
して取り込めます。

i.LINK

S（S1）�
映像�

映像�

音声�

ビデオ�

映像出力へ

音声出力へ AV接続ケーブル（付属）

 DV入力／
出力端子へ

i.LINKケーブル（DVケーブル）
（別売り）：信号の流れ

 のある面

映像／音声端子へ

のある面を
下側にする
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1 電源スイッチを「カメラ」または「ビデオ」に
したとき
メニューボタンを押す。

2 選択／ 決定ダイヤルを回して希望のアイコ
ンを選び、押して決定する。

メニューでお買い上げ時の設定を変える

メニュー項目は
以下のアイコン（絵文字）で
区別されています。

マニュアル設定

カメラ設定

ビデオ設定

パネル/VF設定
テープ設定

初期設定

その他

画面上のメニュー項目を、選択／ 決定ダ

イヤルで選択し、本機のお買い上げ時の設定

を一部変更することができます。

次の順で選択します。

メニュー画面tアイコンt項目t設定内容

録画モード�
音声モード�
テープ残量表示�

［メニュー］で終了�

録画モード�
音声モード�
テープ残量表示�
　戻る�

［メニュー］で終了�

テープ設定�テープ設定�
ＳＰ�

選択／ 決定ダイヤル
（回して選択、押して決定）

メニューボタン

「カメラ」のとき 「ビデオ」のとき

［メニュー］で終了� ［メニュー］で終了�

マニュアル設定�
プログラムＡＥ�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
フラッシュモード�
フラッシュレベル�
Ｎ．Ｓ．ライト�
オートシャッター�

マニュアル設定�
ピクチャーエフェクト�
デジタルエフェクト�
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メニューでお買い上げ時の設定を変える（つづき）

3 選択／ 決定ダイヤルを回して希望の項目を
選び、押して決定する。

4 選択／ 決定ダイヤルを回して設定を切り換
え、押して決定する。

5 必要なだけ手順2～4を繰り返す。

手順2に戻るには、選択／ 決定ダイヤルを回して
「 戻る」を選び、ダイヤルを押す。

詳しくは「各設定項目の説明」（93ページ）をご覧ください。

メニュー画面を消す

メニューボタンを押す。

録画モード�
音声モード�
テープ残量表示�
　戻る�

［メニュー］で終了�

テープ設定�
録画モード�
音声モード�
テープ残量表示�
　戻る�

［メニュー］で終了�

テープ設定�

�
オート�

�
オート�
入�

録画モード�
音声モード�
テープ残量表示�
　戻る�

［メニュー］で終了�

テープ設定�

�
オート�
入�

録画モード�
音声モード�
テープ残量表示�
　戻る�

［メニュー］で終了�

テープ設定�

�
入�
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アイコン／項目

（マニュアル設定）

プログラムAE

ピクチャー

エフェクト

デジタル

エフェクト

フラッシュモード

フラッシュレベル

N.S.ライト

オートシャッター

設定の意味（参照ページ）

被写体や撮影状況により適した調節を自動的に

行う。（37ページ）

画像にテレビや映画のような特殊効果を加え

る。（34、51ページ）

デジタル機能を使って、画像に演出を加える。

（35、52ページ）

周囲の明るさにかかわらず発光する。

フラッシュ（別売り）が自動的に発光する。

撮影前に予備発光し、目が赤く映ることを抑制

する。

フラッシュ（別売り）の発光量を通常より多く

する。

通常の設定

フラッシュ（別売り）の発光量を通常より少な

くする。

NIGHTSHOTライトを使用する。（23ページ）

NIGHTSHOTライトを使用しない。

明るいとき、自動的に電子シャッターが働く。

明るいときでも、自動的に電子シャッターが働

かない。

設定

―

―

―

●入

　オート

　オート 

　明るい

●ノーマル

　暗い

●入

　切

●入

　切

電源スイッチの位置

「カメラ」

「カメラ」

「ビデオ」

「カメラ」

「ビデオ」

「カメラ」

「カメラ」

「カメラ」

「カメラ」

各設定項目の説明　お買い上げ時は、下表の●印側に設定されています。

電源スイッチの位置によって、操作できる項目に違いがあります。本機の画面には、そのとき
使える項目のみ表示されます。

フラッシュモード、フラッシュ
レベルについて

• フラッシュモード、フラッ
シュレベルに対応していない
外部フラッシュでは設定でき
ません。

• 外部フラッシュ（別売り）を
取り付けたときのみ使えま
す。
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メニューでお買い上げ時の設定を変える（つづき）

アイコン／項目

（カメラ設定）

デジタルズーム

ワイドTV

手ぶれ補正

コマ撮り

インターバル録画

電源スイッチの位置

「カメラ」

「カメラ」

「カメラ」

「カメラ」

「カメラ」

設定

●切

　50×

　300×

●切

　入

●入

　切

●切

　入

　入

●切

　設定

設定の意味（参照ページ）

デジタルズームが働かない。25倍までのズーム
が働く。

ズームが25倍を超えると50倍までデジタル
ズームが働く。（18ページ）

ズームが25倍を超えると300倍までデジタル
ズームが働く。（18ページ）

ワイド録画モードにしない。

ワイド録画モードにする。（31ページ）

手ぶれ補正が働く。

手ぶれ補正が働かない。三脚を使用するときに

自然な画像になる。

コマ撮り機能を働かせない。

コマ撮り機能を働かせる。（44ページ）

インターバル録画機能を働かせる。（41ページ）

インターバル録画機能を働かせない。

インターバル録画機能の「ウェイトタイム」と

「録画タイム」を設定する。

手ぶれ補正は

• 手ぶれ補正が「入」になって
いても、手ぶれが大きすぎる
と、補正しきれないことがあ
ります。

• コンバージョンレンズ（別売
り）を取り付けると、手ぶれ
補正が効きにくくなります。

手ぶれ補正を解除すると
本機を左右に動かしたときにそ
の動きを補正しようとするな
ど、不必要な補正を防ぎます。
このとき画面に手ぶれ補正「切」
表示 が出ます。
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アイコン／項目

（ビデオ設定）

バイリンガル

TBC*

タイム ベース コレクター

TBCとは Time Base Corrector の略です。

DNR*

デジタル ノイズ リダクション

DNRとは Digital Noise Reduction の略です。

音声ミックス

A／V入力 c
DV出力

再生モード

電源スイッチの位置

「ビデオ」

「ビデオ」

「ビデオ」

「ビデオ」

「ビデオ」

「ビデオ」

設定

●切

メイン

　サブ

●入

　切

●入

　切

―

●切

　入

●オート

 ／ 

設定の意味（参照ページ）

ステレオ音声または主＋副音声で再生する。

（108ページ）

左音声または主音声で再生する。

右音声または副音声で再生する。

ジッター（再生時の画像の横ユレ）を低減す

る。

画像の乱れ補正が働かない。

（ダビングなどを繰り返したり、ゲーム機の信

号などを記録したテープを再生するとき）

画像の色ノイズを目立たなくする。

動きの激しい画像のとき残像を目立たなくす

る。

音声モードST1yST2間のバランスを調節す
る。

本機を通してデジタルの画像音声をアナログ出

力する。

本機を通してアナログの画像音声をデジタル出

力する。（90ページ）

再生テープを自動判別（Hi8/スタンダード8ミリ
方式またはDigital8 方式）して、再生する。

自動判別できないHi8/スタンダード8ミリ方式で
記録されたテープを再生する。

* Hi8/スタンダード8ミリ方式での再生時のみ

音声ミックスは

• 16ビットモードで記録された
テープのバランスを調節する
ことはできません。

• Digital8 方式以外で記録し
たテープのバランスを調節す
ることはできません。

再生モードは

• 次のときお買い上げ時の設定
に戻ります。

– 電源をはずしたとき
– 電源スイッチを切り換えた
とき

ST1 ST2
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メニューでお買い上げ時の設定を変える（つづき）

アイコン／項目

（パネル／VF設定）

パネル明るさ

パネルバック

ライト

パネル色のこさ

VFバック
ライト

電源スイッチの位置

「カメラ」

「ビデオ」

「カメラ」

「ビデオ」

「カメラ」

「ビデオ」

「カメラ」

「ビデオ」

設定

―

●明るさノーマル

明るい

―

●明るさノーマル

明るい

設定の意味（参照ページ）

液晶画面の明るさを選択／ 決定ダイヤルを回

して、バーで調節する。

液晶画面のバックライトを標準の明るさにす

る。

液晶画面のバックライトをより明るくする。

液晶画面の色のこさを選択／ 決定ダイヤルを

回して、バーで調節する。

ファインダーのバックライトを標準の明るさに

する。

ファインダーのバックライトをより明るくす

る。

「パネルバックライト」「VFバッ
クライト」は

•「明るい」を選ぶと撮影時の
バッテリー使用時間が約１割
短くなります。

• バッテリー以外の電源で使う
ときは自動的に「明るい」に
なります。

うすくなる

暗くなる 明るくなる

こくなる

「パネル明るさ」「パネルバッ
クライト」「パネル色のこさ」
「VFバックライト」は
調節しても記録される画像に
変化はありません。
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LPモードについて
• LPモードでは本機で記録し
たテープを本機で再生するこ
とをおすすめします。他機で
記録したテープを本機で再生
すると、モザイク状のノイズ
が現れることがあります。

• LPモードで記録するとき
は、本機の性能を最大限に生
かすためにソニー製のテープ
をおすすめします。

• テープの途中でSP/LPモード
を切り換えると、再生画像が
乱れたり、タイムコードが正
しくつながらないことがあり
ます。

音声モードが16ビットで記録
されたテープでは
音声ミックスのバランスを調節
することができません。

* 他のビデオへダビングすると
き
Digital8 方式で記録された
テープでは音声モードは選べ
ませんが、Hi8/スタンダード
8ミリ方式で記録されたテー
プをi.LINKケーブルで出力す
るときは、音声モードを選ぶ
ことができます。

アイコン／項目

（テープ設定）

録画モード

音声モード

テープ残量表示

電源スイッチの位置設定

●SP

　LP

●12BIT

16BIT

●オート

　入

設定の意味（参照ページ）

SP（標準）モードで録画する。

SPモードの1.5倍の録画時間で録画する。長時
間録画できる。

12ビット（2つのステレオ音声）の記録、再生
ができる。

16ビット（高音質で1つのステレオ音声）の記
録、再生ができる。

以下のときにテープ残量を表示する。

• 電源／テープを入れた後、テープ残量が確定
してから8秒間。

• N再生ボタンまたは画面表示ボタンを押して
から8秒間。

• 早送り、巻き戻し、ピクチャーサーチ中。

テープ残量を常に表示する。

「カメラ」

「ビデオ」

「カメラ」

「ビデオ」*

「カメラ」

「ビデオ」
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メニューでお買い上げ時の設定を変える（つづき）

アイコン／項目

（初期設定）

日時あわせ

USBストリーム

メニュー文字
サイズ

デモモード

設定の意味（参照ページ）

日付・時刻を合わせる。（13ページ）

USBストリーミング機能を使用しない。

USBストリーミング機能を使用する。

通常の大きさでメニュー表示をする。

選択されたメニュー項目を縦2倍角で表示する。

本機の機能を一覧できる。

デモンストレーションを表示しない。

設定

―

●切

入

●ノーマル

2×

●入

　切

電源スイッチの位置

「カメラ」

「カメラ」

「ビデオ」

「カメラ」

「ビデオ」

「カメラ」

デモモードについて

• カセットが入った状態では操
作できません。

• お買い上げ時は「スタンバイ」
という設定になっています。
これは10分後にデモンスト
レーションが始まる設定です。
カセットを入れるか、電源ス
イッチを「カメラ」以外にする
か、メニューで「切」にすれば
解除されます。
再び「スタンバイ」にするには
メニューで「入」にしたまま電
源スイッチをいったん「切（充
電）」にし、「カメラ」に戻しま
す。

• NIGHTSHOTスイッチを
「入」にしていると、
“NIGHTSHOT”が表示され、
デモンストレーションは始ま
りません。また、メニューで
も「デモモード」が選べませ
ん。
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設
定
を
変
え
る

アイコン／項目

（その他）

データコード

時差補正

おしらせブザー

リモコン

画面表示

録画ランプ

プログラム
エディット

インジケーター

設定

●日付／
カメラデータ

　日付データ

　―

●メロディー

ノーマル

切

●入

切

●パネル

ビデオ出力／
パネル

●入

　切

　―

●バックライト
切

バックライト
入

電源スイッチの位置

「ビデオ」

「カメラ」

「カメラ」
「ビデオ」

「カメラ」
「ビデオ」

「カメラ」
「ビデオ」

「カメラ」

「ビデオ」

「カメラ」
「ビデオ」

設定の意味（参照ページ）

リモコンのデータコードボタンを押したとき、
日付・時刻とカメラデータを表示する。

リモコンのデータコードボタンを押したとき、
日付・時刻を表示する。

時差の設定をする。
選択／ 決定ダイヤルを回して時差を設定す
ると、時刻も時差に合わせて変わる。時差を0
に設定すると、補正前の時間に戻る。

撮影スタート／ストップ時や、誤った操作をし
たときにメロディーが鳴る。

メロディーのかわりにブザーが鳴る。

メロディー、ブザー、シャッター音が鳴らない。

付属のワイヤレスリモコンが働く。

リモコンが働かない。他機のリモコンによる誤
動作を防ぐ。

カウンターなどの画面表示を液晶画面または
ファインダーに出す。

テレビ画面にも画面表示を出す。

本体前面の録画ランプが撮影中に点灯する。

本体前面の録画ランプが撮影中に点灯しなくな
る。被写体に撮影していることを意識させずに
撮影できる。

デジタルプログラムエディットでダビングする
ときに、録画機を操作するための設定とタイミ
ング補正をする。プログラムの作成、実行をす
る。（60ページ）

表示窓のバックライトを消す。

表示窓のバックライトをつける。

「画面表示」が「ビデオ出力／パ
ネル」のとき画面表示ボタンを
押すと、外部入力ができなくな
ります。（i.LINKケーブル（DV
ケーブル）でつないだときを除
く）

電源をはずして5分以上たつと
「リモコン」、「バイリンガル」、
「音声ミックス」、「フラッシュ
レベル」はお買い上げ時の設定
に戻ります。
その他のメニュー項目は電源を
はずしても設定を保持します。

被写体に接近して撮るとき
「録画ランプ」が「入」になって
いると録画ランプの赤色が被写
体に反射して映ることがありま
す。

その場合は「録画ランプ」を
「切」にすることをおすすめしま
す。

インジケーターについて
•「バックライト入」を選ぶと撮
影時のバッテリー使用時間が
約1割短くなります。

• バッテリー以外の電源で使う
ときは「インジケーター」は
自動的に「バックライト入」
になります。
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撮影中

こんなときは

スタート／ストップボタン
を押してもテープが走行し
ない。

電源が途中で切れる。

ファインダーの画像が
はっきりしない。

手ぶれ補正が働かない。

オートフォーカスが働かな
い。

ファインダーの画像が消え
ている。

故障かな？と思ったら

修理にお出しになる前に、もう1度点検して
みましょう。それでも正常に動作しないとき
は、テクニカルインフォメーションセンター
にお問い合わせください。

液晶画面、ファインダーまたは表示窓に「C:
□□:□□」のような表示が出たときは、自己
診断表示機能が働いています。106ページを
ご覧ください。

これが原因です

•電源スイッチが「カメラ」になっ
ていない。

•テープが終わりになっている。

•カセットが誤消去防止状態に
なっている。

•テープがヘッドドラムに貼りつ
いている（結露）。

•撮影スタンバイが3分以上
続いたとき、バッテリーの消耗
を防ぎ、テープを保護するため
に自動的に電源が切れます。

•バッテリーが消耗している。

視度調節が正しくない。

•メニューの「手ぶれ補正」が「切」
になっている。

•メニューの「ワイドTV」が「入」に
なっている。

•手動ピント合わせになってい
る。

•オートフォーカスが働きにくい
状態で撮影している。

液晶画面が開いている。

参照ページ

16

15、25

15

112

16

8、9

19

91

91

40

40

16

次のことを点検してください

•「カメラ」にする。

•巻き戻すか、新しいカセッ
トを入れる。

•誤消去防止ツマミを元に戻
す。または新しいカセット
を入れる。

•カセットを取り出して、約1
時間してからもう1度入れ直
す。

•電源スイッチを「切（充電）」
にしてから、もう一度「カメ
ラ」にする。

•充電されたバッテリーを取
り付ける。

視度調節する。

•「手ぶれ補正」を「入」にす
る。

•「ワイドTV」を「切」にする。

•フォーカスボタンを押し、
自動調節に戻す。

•手動でピントを合わせて撮
影する。

液晶画面を使って撮影しない
ときは液晶画面を閉じる。
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撮影中

こんなときは

ろうそくの火やライトなど
を暗い背景の中で撮ると、
縦に帯状の線が出る。

明るい被写体を映すと、
縦に尾を引いたような画像
になる。

画面に白点が出ることがあ
る。

液晶画面またはファイン
ダーに見慣れぬ画面が現れ
る。

画像の色が正しくない。

画面が白すぎて画像が見え
ない。

シャッター音が出ない。

テレビやコンピュータの画
面を撮影すると黒い帯がで
る。

別売りのフラッシュが発光
しない。

これが原因です

背景とのコントラストが強い被写
体の場合に出る現象で、故障では
ありません。

スミア現象といい、故障ではあり
ません。

スローシャッターやSUPER
NIGHTSHOT,COLOR SLOW
SHUTTERのときに出る現象で、
故障ではありません。

カセットを入れずに電源スイッチ
を「カメラ」にして10分たつと、自
動的にデモンストレーションが始
まります。

NIGHTSHOTが「入」になってい
る。

•明るいところでNIGHTSHOTを
「入」にしている。
•逆光補正が働いている。

メニューの「おしらせブザー」が
「切」になっている。

ー

•電源が入っていない。または取
り付けられていない。

•フラッシュを2つ以上取り付けて
いる。

•メニューの「フラッシュモード」
を「オート」にして明るいところ
で撮影している。

次のことを点検してください

ー

ー

ー

カセットを入れるとデモンス
トレーションが中断される。
デモンストレーションが出な
いようにすることもできます。

「切」にする。

•「切」にする。

•解除する。

「おしらせブザー」を「メロ
ディー」または「ノーマル」に
する。

メニューの「手ぶれ補正」を
「切」にする。

•電源を入れる。または取り
付ける。

•別売りのフラッシュは1つし
か取り付けられません。

•「フラッシュモード」を「入」
にする。

参照ページ

ー

ー

ー

98

22

22

21

91

91

—

—

91
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故障かな？と思ったら（つづき）

こんなときは

ビデオ操作ボタンが働かな
い。

ビデオ再生ボタンが働かな
い。

画像に横線が入る。またはぼ
けたり映らなかったりする。

音声が小さい。または聞こえ
ない。

日付サーチが誤動作する。

Digital8 方式で記録され
た部分の画像が映らない。

Hi8/スタンダード8ミリ方
式で記録されたテープが正
しく再生されない。

再生中

これが原因です

電源スイッチが「ビデオ」になって
いない。

テープが終わりになっている。

ビデオヘッドが汚れている。

•メニューの「バイリンガル」を「サ
ブ」にして、ステレオで記録され
たテープを再生している。

•音量を最小にしている。
•メニューの「音声ミックス」が
「ST2」側になっている。

テープの途中に無記録部分があ
る。

メニューの「再生モード」が
「 ／ 」になっている。

ー

次のことを点検してください

「ビデオ」にする。

テープを巻き戻す。

別売りのクリーニングカセッ
トできれいにする。

•「バイリンガル」を「切」にす
る。

•音量を大きくする。
•「音声ミックス」を調節す
る。

－

「再生モード」を「オート」にす
る。

メニューの「再生モード」を
「 ／ 」にする。

参照ページ

25

25

112

91

25
91

55

91

91
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撮影中・再生中

こんなときは

電源スイッチを「ビデオ」／
「カメラ」にしても動作しな
い。

エンドサーチが働かない。

エンドサーチが誤動作する。

バッテリーの消耗が早い。

バッテリー残量が正しくな
い。

バッテリー残量が充分ある
のに電源がすぐ切れる。

カセットが取り出せない。

%やZが点滅し、カセット取
出しスイッチ以外働かない。

これが原因です

•バッテリーが消耗している／消
耗が近い／取り付けられていな
い。

•ACパワーアダプターのプラグが
コンセントからはずれている。

•撮影後にカセットを取り出した。
•カセットを入れてからエンド
サーチボタンを押すまでに、
１度も撮影していない。

テープの始めや途中に無記録部分
がある。

•周囲の温度が極端に低い。
•充電が不充分。
•バッテリーそのものの寿命。

•温度が極端に高いまたは低いと
ころで長時間使用している。

•バッテリーそのものの寿命。

•バッテリーが消耗している。

•残量表示にズレが生じた。

残量表示にズレが生じた。

•電源（バッテリーやACパワーア
ダプター）がはずれている。

•バッテリーが消耗している。

結露している。

次のことを点検してください

•充電されたバッテリーを取
り付ける。

•コンセントに差し込む。

ー
ー

ー

ー
•満充電する。
•新しいバッテリーに交換す
る。

ー

•新しいバッテリーに交換す
る。

•満充電されたバッテリーを
取り付ける。

•満充電すると残量が正しく
表示される。

満充電すると残量が正しく表
示される。

•電源をきちんと接続する。

•充電されたバッテリーを取
り付ける。

カセットを取り出して、約1時
間してからもう1度入れ直す。

参照ページ

8、9

12

ー
ー

ー

ー
9
8

ー

8

8、9

9

9

8、1 2

8、9

112
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故障かな？と思ったら（つづき）

その他

こんなときは

デジタルプログラムエ
ディットが働かない。

付属のワイヤレスリモコン
が働かない。

外部入力しているのに液晶
画面やファインダーに画像
が映らない。

おしらせブザーが5秒間鳴
りつづける。

これが原因です

•録画機側の入力切換ができてい
ない。

•ソニー以外のDV機器とi.LINK
ケーブル（DVケーブル）を使用し
て接続している。

•無記録部分にプログラム設定し
ようとしている。

•本機と録画機の録画のタイミン
グが合わない。

•リモコンコードが違う。

•メニューの「再生モード」が
「 ／ 」になっている。

•メニューの「リモコン」を「切」に
している。

•リモコンと本体のリモコン受光
部の間に障害物がある。

•リモコンの乾電池の3極と#極
が、正しく入っていない。

•乾電池そのものの寿命。

メニューの「画面表示」が「ビデオ
出力／パネル」になっている。

•結露している。

•本機に異常が発生している。

次のことを点検してください

•接続を確認して録画機側の
入力切換スイッチを設定し
直す。

•操作を「リモコン」にする。

•録画された部分に設定し直
す。

•タイミング補正をする。

•正しいリモコンコードを設
定する。

•「再生モード」を「オート」に
する。

•「リモコン」を「入」にする。

•障害物を取り除く。

•3極と#極を正しく入れ
る。

•新しい乾電池に交換する。

「画面表示」を「パネル」にす
る。

•カセットを取り出して、約1
時間してからもう一度入れ
直す。

•カセットを入れ直し、再度
操作し直す。

参照ページ

60

61

67

65

61

91

91

ー

120

120

91

112

ー
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その他

こんなときは

本体に取り付けたバッテ
リーを充電できない。

バッテリー充電中に表示窓
が点灯しない。

バッテリー充電中に表示窓
のバッテリーマークが点滅
する。

電源が入っているのに操作
できない。

USB接続が認識できない。

これが原因です

本機の電源スイッチが「切（充電）」
になっていない。

•充電が完了している。
•バッテリーが正しく取り付けら
れていない。

•バッテリーが故障している。

•バッテリーが正しく取り付けら
れていない。
•バッテリーが故障している。

─

USBドライバのインストールが完
了する前にUSBケーブルを接続し
た。

次のことを点検してください

「切（充電）」にする。

ー
•正しく取り付ける。

•テクニカルインフォメー
ションセンターにお問い合
わせください。

•正しく取り付ける。

•テクニカルインフォメー
ションセンターにお問い合
わせください。

バッテリーまたはACパワー
アダプターのケーブルを取り
はずし、約1分後再びバッテ
リーまたはACパワーアダプ
ターのケーブルを取り付け電
源を入れる。それでも操作で
きないときは、タイトルボタ
ン下のRESET（リセット）ボ
タンを先のとがったもので押
す。（この操作をすると日時を
含め、すべての設定が解除さ
れます。）

正しく認識されなかったドラ
イブを削除してから、USBド
ライバをインストールする。

参照ページ

9

ー
8

ー

8

ー

118

81
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表示

C:04:□□

C:21:□□

C:22:□□

C:31:□□
C:32:□□

E:20:□□
E:61:□□
E:62:□□

原因

“インフォリチウム”以外のバッ
テリーを使用している。

結露している。

ビデオヘッドが汚れている。

お客様自身で対応できる上記以
外の状態になっている。

お客様自身で対応できない状態
になっている。

対応の仕方

“インフォリチウム”バッテリーをご使
用ください。

カセットを取り出して、約1時間して
からもう1度入れ直す。

別売りのクリーニングカセットできれ
いにする。

•カセットを入れ直し、再度操作し直
す。

•電源を一度取りはずし、取り付け直
してから再度操作し直す。

テクニカルインフォメーションセン
ターにお問い合わせください。その際
は、表示の5桁すべてをお知らせくだ
さい。
例：E:61:10

参照ページ

1 1、
109

112

112

ー

ー

ー

お客様自身で対応できる場合でも、2、3度繰り返
しても正常に戻らないときは、テクニカルイン
フォメーションセンターにお問い合わせくださ
い。

自己診断表示－アルファベットで始まる表示が出たら

本機には自己診断機能がついています。

これは本機が正しく動作していないときに、

液晶画面、ファインダーまたは表示窓にアル

ファベットと数字の5桁の表示でお知らせす
る機能です。表示によって、本機の状態がわ

かるようになっています。

詳しくは以下の表をご覧になり、各表示に

合った対応をしてください。表示の末尾2桁
（□□）の数字は、本機の状態によって変わ

ります。

液晶画面、ファインダーまたは表示窓

自己診断表示
「C:□□:□□」：
お客様自身で正常に戻せる状態
「E:□□:□□」：
テクニカルインフォメーションセン
ターにお問い合わせしていただく状
態

C:21:00
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警告表示とお知らせメッセージ

液晶画面またはファインダーには、次のよう
な表示が出ます。

詳しい説明は、（　）内のページにありま
す。

警告表示
Ｃ：２１：００�

お知らせメッセージ
警告表示とともに、以下のお知らせメッセージが出ます。
メッセージにしたがって操作してください。

• バッテリーを取りかえてください（8ページ）
• このバッテリーは古くなりました　取りかえてください（8ページ）
•“インフォリチウム”バッテリーをつかってください（109ページ）
• テープが終わっています*
• カセットを入れてください*
• カセットの誤消去防止ツマミを確認してください*（15ページ）
• メニューで日付・時刻をあわせてください（13ページ）
• xヘッドが汚れています／ クリーニングカセットをつかってください
（112ページ）

• 結露しています　カセットを取り出してください*（112ページ）
（カセットが入っていないとき、メッセージは「結露しています」*になります。）

• ダビングプロテクトされています　録画できません* （108ページ）
• 充電中です*

* 警告表示／お知らせメッセージが出るときに、「おしらせブザー」が鳴ります。

Ｃ：２１：００ 自己診断表示（106ページ）
E バッテリー残量に関する警告
遅い点滅

•バッテリー残量が少ない
使用状況や環境、バッテリーパックによって
は、バッテリー残量が約5分から10分でも警告
表示が点滅することがあります。

% 結露の警告*
速い点滅

•テープが結露している
テープを取り出し、電源をはずしてカセット入
れを開けたまま約1時間放置する（112ページ）

Q テープ関連の警告
遅い点滅

•テープ残量が5分を切った
•テープが入っていない*
•テープが誤消去防止状態になっている*
（15ページ）

速い点滅
•テープが終わっている*

Z テープを取り出す必要がある警告*
遅い点滅

•テープが誤消去防止状態になっている
（15ページ）

速い点滅
•結露している（112ページ）
•テープが終わっている
•自己診断表示が出ている（106ページ）
フラッシュ（別売り）関連の警告

速い点滅
•別売りのフラッシュに異常がある
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Digital8（デジタルエイト） 方式と記録・再生

Digital8（デジタルエイト） 方式とは
Hi8（ハイエイト） /Digital8（デジタル
エイト） テープに、デジタル記録できるよ
うに開発されたビデオ方式です。

使えるカセットテープ
Hi8（ハイエイト） /Digital8（デジタル
エイト） テープをおすすめします。*
Digital8（デジタルエイト） 方式での録画
時間は従来のHi8/スタンダード8方式の録画
時間の半分になります（120分テープでは、
SPモードで60分）。
* スタンダード8ミリ テープにも録画でき
ますが、本機で再生することをおすすめし
ます。本機以外（他のDCR-TRV240Kを
含む）での再生時にモザイク状のノイズが
現れることがあります。

再生方式
Digital8（デジタルエイト） 方式とHi8/ス
タンダード8ミリ（アナログ）方式を自動判
別して再生します。
Hi8/スタンダード8ミリ方式で記録された
テープを再生中、 DV入力／出力端子からの
映像信号はデジタル信号が出力されます。

著作権信号について
再生するとき
本機で再生されるカセットに著作権保護のた
めの信号が記録されている場合には、他機を
つないで本機の画像を記録するとき、記録が
制限されることがあります。
記録するとき
著作権保護のための信号が記録されているカ
セットは本機で録画することはできません。
このようなカセットを録画しようとすると液
晶画面またはファインダーに「ダビングプロ
テクトされています　録画できません」の表
示が現れます。なお、ビデオカメラで撮影し
た画像には、著作権保護のための信号は記録
されません。

音声多重記録テープを再生するとき
Digital8（デジタルエイト） 方式で記
録されたテープのとき
DV方式で記録された音声多重記録テープ
を、Digital8（デジタルエイト） 方式テー
プにデジタルダビングし、再生するときは、
下の表のように必要に応じてメニューの「バ
イリンガル」を設定してください。（91ペー
ジ）

Hi8/スタンダード8ミリ方式で記録され
たテープのとき
AFM Hi-Fiステレオ方式で二重音声を記録
したテープを再生するときは、下の表のよう
に必要に応じてメニューの「バイリンガル」
を設定してください。（91ページ）

本機では二重音声は記録できません。

自動判別中の表示
Digital8（デジタルエイト） 方式とHi8/スタン
ダード8ミリ（アナログ）方式を判別し、自動で再
生方式を切り換えます。このとき画面が青画面に
なり下記の表示が出ます。また「ザー」とノイズ音
が出ることがあります。

 → / ：Digital8（デジタルエイト） 方式
からHi8/スタンダード8ミリ方式に切り換え中

/  → ：Hi8/スタンダード8ミリ方式から
Digital8（デジタルエイト） 方式に切り換え中

メニューの
「バイリンガル」
の設定 ステレオを記

録したテープ

「切」にする ステレオ音声

「メイン」にする 左音声

「サブ」にする 右音声

再生される音声

二重音声を記
録したテープ

主音声＋副音声

主音声

副音声

メニューの
「バイリンガル」
の設定 ステレオを記

録したテープ

「切」にする ステレオ音声

「メイン」にする モノラル音声

「サブ」にする 不自然な音声
になります

再生される音声

二重音声を記
録したテープ

主音声＋副音声

主音声

副音声

Digital8（デジタルエイト） 方式で記録された
テープは、Hi8/スタンダード8ミリ（アナログ）方
式のビデオ機器では再生できません。

は商標です。
は商標です。

は商標です。
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InfoLITHIUM（インフォリチウム）
バッテリーについて

InfoLITHIUM（インフォリチウム）
バッテリーとは？

“インフォリチウム”バッテリーは、本機や
別売りのACアダプター／チャージャーとの
間で、使用状況に関するデータを通信する
機能を持っているリチウムイオンバッテ
リーです。

“インフォリチウム”バッテリーが、本機の
使用状況に応じた消費電力を計算してバッ
テリー残量を分単位で表示します。別売り
のACアダプター／チャージャーを使用する
と、使用可能時間や充電終了時間も計算し
て表示します。

充電について

• 本機をご使用になる前には、必ずバッテ
リーを充電してください。

• 周囲の温度が10～30℃の環境で、表示窓
のバックライトが消える（満充電）まで充
電することをおすすめします。これ以外で
は効率のよい充電ができないことがありま
す。

• 充電終了後は、ACパワーアダプターを本
機のDC IN端子から抜くか、バッテリー
を取りはずしてください。

バッテリーの上手な使い方

• 周囲の温度が低いとバッテリーの性能が低
下するため、使用できる時間が短くなりま
す。より長い時間ご使用いただくために、
次のことをおすすめします。

－バッテリーをポケットなどに入れて暖
かくしておき、撮影の直前、本機に取
り付ける。

－高容量バッテリー「NP-FM70/QM70/
QM71/FM90/FM91/QM91（別売り）」
を使用する。

• 液晶画面の使用や再生／早送り／巻き戻し
などを頻繁にすると、バッテリーの消耗が
早くなります。高容量バッテリー「NP-
FM70/QM70/QM71/FM90/FM91/
QM91（別売り）」のご使用をおすすめし
ます。

• 本機で撮影または再生中は、こまめに電源
スイッチを切るようにしましょう。撮影ス
タンバイ状態や再生一時停止中でもバッテ
リーは消耗しています。

• 撮影には予定撮影時間の2～3倍の予備
バッテリーを準備して、事前に試し撮りを
しましょう。

• バッテリーは防水構造ではありません。水
などに濡らさないようにご注意ください。

バッテリーの残量表示について

• バッテリーの残量表示が充分なのに電源が
すぐ切れる場合は、再度満充電してくださ
い。残量が正しく表示されます。ただし長
時間高温で使用したり、満充電で放置した
場合や、使用回数が多いバッテリーは正し
い表示に戻らない場合があります。撮影時
間の目安としてお使いください。

• バッテリー残量時間が約5～10分でも、　
ご使用状況や周囲の温度環境によっては
バッテリー残量が残り少なくなったことを
警告するEマークが点滅することがあり
ます。

バッテリーの保管方法について

• バッテリーを長期間使用しない場合でも、
機能を維持するために1年に1回程度満充
電にして本機で使い切ってください。本機
からバッテリーを取りはずして、湿度の低
い涼しい場所で保管してください。

• 本機でバッテリーを使い切るには、カセッ
トを入れずに電源が切れるまで撮影スタン
バイにしてください。

バッテリーの寿命について

• バッテリーには寿命があります。使用回数
を重ねたり、時間が経過するにつれバッテ
リーの容量は少しずつ低下します。使用で
きる時間が大幅に短くなった場合は、寿命
と思われますので新しいものをご購入くだ
さい。

• 寿命は、保管方法、使用状況や環境、バッ
テリーパックごとに異なります。
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i.LINK（アイリンク）について

本機のDV端子はi.LINKに準拠したDV入力
／出力端子です。ここでは、i.LINKの規格
や特長について説明します。

i.LINKとは？

i.LINKはi.LINK端子を持つ機器間で、デジ
タル映像やデジタル音声などのデータを双

方向でやりとりしたり、他機をコントロー

ルしたりするためのデジタルシリアルイン

ターフェースです。

i.LINK対応機器は、i.LINKケーブル1本で接
続できます。多彩なデジタルAV機器を接続
して、操作やデータのやりとりができるこ

とが考えられています。

複数のi.LINK対応機器を接続した場合、直
接つないだ機器だけでなく、他の機器を介

してつながれている機器に対しても、操作

やデータのやりとりができます。

ただし、接続する機器の特性や仕様によっ

ては、操作のしかたが異なったり、接続し

ても操作やデータのやりとりができない場

合があります。

ご注意

i.LINKケーブル（DVケーブル）で本機と接
続できる機器は通常１台だけです。複数接

続できるDV対応機器と接続するときは、接
続する機器の取扱説明書をご覧ください。

ちょっと一言

i.LINK（アイリンク）はIEEE1394の親しみ
やすい呼称としてソニーが提案し、国内外

多数の企業からご賛同いただいている商標

です。

IEEE1394は電子技術者協会によって標準
化された国際標準規格です。

i.LINKの転送速度について

i.LINKの最大データ転送速度は機器によっ
て違い、以下の3種類があります。

S100（最大転送速度　約100Mbps*）
S200（最大転送速度　約200Mbps）
S400（最大転送速度　約400Mbps）

転送速度は各機器の取扱説明書の「主な仕

様」欄に記載され、また、機器によっては

i.LINK端子周辺に表記されています。

本機のように特に転送速度の記載がされてい

ない機器の最大転送速度は「S100」です。

最大データ転送速度が異なる機器と接続した

場合、転送速度が表記と異なることがありま

す。

* Mbpsとは？
「Megabits per second」の略で「メガビー
ピーエス」と読みます。1秒間に通信できるデー
タの容量を示しています。100Mbpsならば
100メガビットのデータを送ることができま
す。

本機でのi.LINK操作は

他のDV端子付きビデオとつないでダビングす
る方法については59ページをご覧ください。

また、本機はビデオ機器以外のソニー製

i.LINK（DV）対応機器（パーソナルコン
ピュータVAIOシリーズなど）とも接続して
ご使用になれます。

接続の際のご注意および、本機に対応したア

プリケーションソフトの有無などについて

は、接続する機器の取扱説明書を合わせてご

覧ください。

必要なi.LINKケーブル

ソニーのi.LINKケーブルをお使いください

4ピン←→4ピン（DVダビング時）

 i.LINK、は商標です。
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海外で使う

本機は海外でもお使いになれます

付属のACパワーアダプターAC-L10は、全
世界の電源（AC100V～240V・50/60Hz）
でお使いいただけます。

また、バッテリーも充電できます。ただし、

電源コンセントの形状の異なる国または地域

では、電源コンセントにあった変換プラグア

ダプターをあらかじめ旅行代理店でおたずね

の上、ご用意ください。

電子式変圧器（トラベルコンバーター）はご

使用にならないでください。故障の原因とな

ることがあります。

海外のコンセントの種類

再生画像を見るには、日本と同じカラーテレ

ビ方式（NTSC）で、映像／音声入力端子付
きのテレビ（またはモニター）および接続

ケーブルが必要です。

日本と同じカラーテレビ方式（NTSC）を採用している国
または地域（五十音順）

• アメリカ合衆国
• エクアドル
• エルサルバドル
• カナダ
• キューバ
• グアテマラ
• グアム
• コスタリカ
• コロンビア
• スリナム
• セントルシア

• フィリピン
• プエルトリコ
• ベネズエラ
• ペルー
• 米領サモア
• ボリビア
• ホンジュラス
• ミクロネシア
• ミャンマー
• メキシコ

• 大韓民国
• 台湾
• チリ
• ドミニカ
• トリニダードト
バコ

• ニカラグア
• ハイチ
• パナマ
• バミューダ
• バルバドス

時差補正機能について

海外でお使いになるときはメニューで

「時差補正」を選べば、時差を設定するだけ

で時刻を現地時間に合わせることができま

す。詳しくは91ページをご覧ください。

壁のコンセン�
トの形状例�

使用する変換�
アダプター�

主に北米、南米�
など�

不要です。�
ACパワーアダプ�
ターのプラグを�
直接差し込み�
ます。�

主にヨーロッパなど�
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Digital8（デジタルエイト） 方式での
再生／録画
• 再生画面に四角いノイズが出る。
• 再生画面の一部が動かない。
• 再生画像が出ない。
• 録画中に「xヘッドが汚れています」と「 ク
リーニングカセットをつかってください」の表示
が交互に出る。

ビデオヘッドが汚れているときの画像

ビデオヘッドがさらに汚れると青一色の画面にな
ります。

Hi8/スタンダード8ミリ（アナログ）方
式での再生
• 再生画面がザラついている。
• 再生画面が不鮮明。
• 再生画像が出ない。

ビデオヘッドが汚れているときの画像

このような画像になったら、クリーニングカセッ
トをお使いください。

結露について
結露とは、本機を寒い場所から急に暖かい場所へ持
ち込んだときなどに、本機の心臓部であるヘッドや
テープ、レンズに水滴が付くことです。テープが
ヘッドに貼り付いて、ヘッドやテープを傷めたり、
故障の原因になります。結露が起こると、下のよう
に警告表示が出ます。ただし、レンズの結露では表
示は出ません。

結露が起きたときは
カセットは直ちに取り出してください。警告表示
が出ている間は、開く／ カセット取り出しつま
み以外は働きません。
電源を切ってカセット入れを開けたまま、結露が
なくなるまで（約1時間）放置してください。電源
を入れてもお知らせメッセージが出ず、カセット
を入れてビデオ操作ボタンを押してもZが点滅し
なければ使用できます。

ヘッドをきれいにする
ビデオヘッドが汚れると、正常に録画できなかっ
たり、ノイズの多い再生画像になったりします。
次のような症状になったときは、別売りの乾式ク
リーニングカセットV8-25CLD/V8-25CLDRを
使ってヘッドをきれいにしておきましょう。

お手入れ

ビデオヘッドは
長時間使用すると摩耗します。
クリーニングカセットを使って
も鮮明な画像に戻らないとき
は、ヘッドの摩耗が考えられま
す。このときは、ヘッドの交換
が必要です。テクニカルイン
フォメーションセンターにお問
い合わせください。

結露を起こりにくくするために
本機を温度差の激しい場所へ持
ち込むときは、ビニール袋に空
気が入らないように入れて密封
します。約1時間放置し、移動
先の温度になじんでから取り出
します。

結露が起こりやすいのは
次のように、温度差のある場所
へ移動したり、湿度の高い場所
で使うときです。
• スキー場のゲレンデから暖房
の効いた場所へ持ち込んだと
き

• 冷房の効いた部屋や車内から
暑い屋外へ持ち出したとき

• スコールや夏の夕立のあと
• 温泉など高温多湿の場所

や

や

結露しています�
カセットを�

取り出してください�

（5秒間表示）
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液晶画面をきれいにする

液晶画面に指紋やゴミがついて汚れたとき

は、別売りの液晶クリーニングキットを使っ

てきれいにすることをおすすめします。

レンズのお手入れおよび保管について
• レンズ面に指紋などがついたときや、高温
多湿の場所や、海岸など塩の影響を受ける

環境で使用したときは、必ず柔らかい布な

どでレンズの表面をきれいに拭いてくださ

い。

• 風通しのよいゴミやほこりの少ない場所に
保管してください。

カビの発生を防ぐために、上記のお手入れは

定期的に行ってください。またビデオカメラ

レコーダーを良好な状態で長期にわたってご

使用いただくためにも、月に一回程度、ビデ

オカメラレコーダーの電源を入れて操作する

ことをおすすめします。

内蔵の充電式ボタン電池について

本機は日時や各種の設定を電源の入／切と関

係なく保持するために充電式ボタン電池を内

蔵しています。充電式ボタン電池は本機を使

用している限り常に充電されていますが、使

う時間が短いと徐々に放電し半年近く全く使

わないと完全に放電してしまいます。充電し

てからご使用ください。

ただし、充電式ボタン電池が充電されていな

い場合でも、日時を記録しないのであれば本

機を使うことはできます。

充電方法

本機を付属のACパワーアダプターを使って
コンセントにつなぐか、充電されたバッテ

リーを取り付け、電源スイッチを「切（充電）」

にして24時間以上放置する。
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主な仕様

システム
録画/録音 回転2ヘッドヘリカルスキャン

映像信号 NTSCカラー、EIA標準方式

使用カセット Hi8（ハイエイト）/Digital8（デ
ジタルエイト）ビデオカセット
テープ

録画/再生時間 SP：60分
LP：90分
（Hi8120分テープ使用時）

早送り、巻き戻し時間 約5分（Hi8120分テープ使用時）

ファインダー 電子ファインダー（白黒）

撮像素子 3 mm （1/6型）CCD固体撮像素子
総画素数：約46万画素
有効画素数：約29万画素

ズームレンズ 25倍（光学）、300倍（デジタル）
f=2.4～60mm
（35mmカメラ換算では
42～1 050mm）
F1.6～2.7
フィルター径37mm

色温度切り換え 自動追尾

最低被写体照度 7 lx （ルクス）（F1.6）
0 lx（ルクス）（NIGHTSHOT時）

入・出力端子
S1映像端子 Y出力　1Vp-p 75Ω不平衡

C出力　0.286Vp-p 75Ω不平衡

映像／音声端子 AVミニジャック
映像：1Vp-p 75Ω不平衡、

同期負
音声：入力時327mV、インピー

ダンス47kΩ以上
出力時327mV、（47kΩ以
上負荷時）インピーダンス

2.2kΩ以下

ヘッドホン端子 ステレオミニジャック （ø3.5）

USB端子 mini-B

LANC端子 ステレオミニミニジャック（ø2.5）

マイク入力端子 ステレオミニジャック（ø3.5）

DV入力／出力端子 i.LINK（IEEE1394.  4ピン特殊
コネクターS100）

液晶画面
画面サイズ 6.2 cm （2.5型）

総ドット数 61 600ドット
横280×縦220

電源部、その他
電源電圧 バッテリー端子入力7.2V

DC IN端子8.4V
消費電力 3.0W
（バッテリー使用時） （ファインダー使用時）

3.8W
（液晶画面使用時、明るさ標準）

動作温度 0℃～+40℃

保存温度 –20℃～+60℃

外形寸法 85 × 101 × 206mm
（最大突起部をのぞく） （幅×高さ×奥行き）

本体質量 約 890g（本体のみ）

撮影時総質量* 約 1 030g

*バッテリーNP-FM30、Hi8120
分テープ、レンズキャップ含む。

付属品 ACパワーアダプター（1）
バッテリーパックNP-FM30（1）
レンズキャップ（1）
ワイヤレスリモコン（1）
単3形乾電池（リモコン用）（2）
AV接続ケーブル（1）
取扱説明書（1）
安全のために（1）
保証書兼カスタマーご登録
はがき（1）
カスタマーご登録CD-ROM（1）

ACパワーアダプターAC-L10
電源 AC100~240V、50/60Hz
定格出力 DC8.4V、 1.5 A
動作温度 0℃～+40℃

保存温度 –20℃～+60℃

外形寸法 約125 × 39 × 62 mm
（最大突起部をのぞく） （幅×高さ×奥行き）

質量 約 280g（本体のみ）

バッテリーパックNP-FM30
最大電圧 DC 8.4V
公称電圧 DC 7.2V
容量 5.0Wh（700mAh）

動作温度 0℃～40℃

最大外形寸法 38.2 × 20.5 × 55.6 mm
質量 約65g
種類 Li-ion

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更すること
がありますが、ご了承ください。
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そ
の
他

保証書とアフターサービス

保証書

この製品には保証書が添付されていますの

で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け取

りください。所定事項の記入および記載内容

をお確かめの上、大切に保管してください。

このデジタルビデオカメラレコーダーは国内

仕様です。外国で万一、事故、不具合が生じ

た場合の現地でのアフターサービスおよびそ

の費用については、ご容赦ください。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを

「故障かな？と思ったら」の項を参考にして

故障かどうかお調べください。

それでも具合の悪いときは

テクニカルインフォメーションセンター（本

書の裏面参照）にお問い合わせください。

保証期間中の修理は

保証書の記載内容に基づいて修理させていた

だきます。詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は

修理によって機能が維持できる場合は、ご要

望により有料修理させていただきます。

部品の保有期間について

当社はデジタルビデオカメラレコーダーの補

修用性能部品（製品の機能を維持するために

必要な部品）を製造打ち切り後8年間保有し
ています。この部品保有期間が経過した後

も、故障個所によっては修理可能の場合があ

りますので、テクニカルインフォメーション

センターにお問い合わせください。
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各部の名前　 使いかたの説明は、（　）内のページにあります。

本体

ショルダーベルトの取り付け方
ショルダーベルトの取り付け部
に図のようにして取り付けてく
ださい。

インテリジェントアクセサリー
シューについて

• 別売りの専用マイク、ビデオ
ライトやプリンターなどをお
使いになると、本機から電源
を供給できます。

• 本機の電源スイッチに連動し
て、アクセサリーの電源の入
／切ができます。
（お使いになるアクセサリー
の取扱説明書をあわせてご覧
ください。）

• 取り付けたアクセサリーがは
ずれて落ちたりしないよう
に、はずれにくい構造になっ
ています。アクセサリーを取
り付けるときは、押しながら
奥まで差し込み、取り付けネ
ジを確実に締め付けてくださ
い。

• アクセサリーを取りはずすと
きは、取り付けネジをゆる
め、上から押しながらはずし
てください。

液晶画面
（16ページ）

液晶画面
OPENボタン
（16ページ）

音量ボタン
（25ページ）

電源スイッチ
（16ページ）

スタート／ストップ
ボタン（16ページ）

ショルダーベルト
取り付け部

DC IN端子
（9ページ）

バッテリー
（8ページ）レンズキャップ

（16ページ）
BATT（バッテリー）
取りはずしボタン
（8ページ）

インテリジェントアクセサリーシュー
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検
索
す
る

レンズキャップの取り付け方

巻戻し�

録画�

早送り�

一時停止�停止�

再生�

ビデオ操作ボタン
（25、28ページ）

フォーカスリング
（40ページ）

内蔵ステレオマイク

録画ランプ
（16ページ）

赤外線発光部
（22ページ）

SUPER NS／COLOR
SLOW Sボタン
（22ページ）

NIGHTSHOTスイッチ
（22ページ）

フォーカスボタン
（40ページ）

リモコン受光部

表示窓（121ページ）
レンズ

フェーダーボタン
（32ページ）

逆光補正ボタン
（21ページ）

DV入力／出力端子
（59ページ）

S1映像 ID-2
端子
（29、58ページ）

映像／音声 ID-2
端子
（29、58ページ）

 （USB）端子
（80ページ）

DV端子は、i.LINKに準拠した
DV入出力専用の端子です。
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各部の名前（つづき）

再生ズームボタン
（53ページ）

タイトルボタン
（46ページ）

エンドサーチボタン
（24ページ）

フォトボタン
（30ページ）

スピーカー

明るさボタン
（39ページ）

画面表示ボタン
（27ページ）
メニューボタン
（91ページ）

選択／ 決定
ダイヤル
（91ページ）

RESET（リセット）
ボタン（105ページ）

エディットサーチボタン
（24ページ）

ズームレバー
（18ページ）
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検
索
す
る

ヘッドホンを使うと
スピーカーから音は出ません。

別売りの外部マイクを使う場合
マイク（プラグインパワー）端
子はプラグインパワー方式の外
部マイク用電源端子とマイク入
力端子が兼用になった端子で
す。

グリップベルトの締め方

グリップベルトはしっかりと締
めてください。

LANC マークについて
は、LANC端子のマークで
す。LANC端子とは、ビデオ機
器と周辺機器を接続し、テープ
走行などをコントロールできる
ようにした端子です。

グリップベルト
i（ヘッドホン）端子（緑色）

マイク（プラグインパワー）
端子（ステレオミニジャッ
ク）（赤色）

ファインダー
（19ページ）

LANC 端子（青色）

開く／ カセット取出し
つまみ（15ページ）

カセットぶた
（15ページ）

三脚用ネジ穴（底面）
ネジの長さが5.5mm以下の三脚
をお使いください。ネジの長い三
脚ではしっかり固定できず、本機
を傷つけることがあります。

アイカップ

視度調節つまみ
（19ページ）
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ワイヤレスリモコン

電池の入れかた

1 押しながらずらす。 2 入れる。 3 元に戻す。

リモコンについて

• 本体のリモコン受光部に直射
日光や照明器具の強い光があ
たらないようにご注意くださ
い。リモコン操作ができない
ことがあります。

• 付属のリモコンで本機を操作
しているときに、他のビデオ
デッキが誤動作することがあ
ります。その場合、ビデオ
デッキのリモコンモードス
イッチをVTR2以外のモード
に切り換えるか、黒い紙でリ
モコン受光部をふさいでくだ
さい。

.>ボタン（55、56ページ）

フォトボタン（30ページ）

サーチ選択ボタン（55、56ページ）

画面表示ボタン（27ページ）

データコードボタン
（27ページ）

ズームボタン（18ページ）
ビデオ操作ボタン（28ページ）

ゼロセットメモリーボタン
（54ページ）

スタート／ストップボタン
（16ページ）
撮影スタンバイまたは撮影
中に使います。

リモコン発光部

各部の名前（つづき）
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検
索
す
る

液晶画面とファインダーの表示

50 分� 録画� 0:00:00

フェーダー�
ワイド TV�
セピア�

ゼロセット�
メモリー�

TW

エンドサーチ�

A/V  DV
16BIT

バッテリー残量
（20、27ページ）

録画／再生方式
（108ページ）

録画モード
（20ページ）

ズーム（18ページ）/
明るさ（39ページ）

フェーダー
（32ページ）/
デジタルエフェクト
（35、52ページ）

ピクチャーエフェクト
（34、51ページ）

ワイドTVモード
（31ページ）

プログラムAE
（37ページ）
逆光補正
（21ページ）
手ぶれ補正「切」
（94ページ）
手動ピント合わせ
（40ページ）

NIGHTSHOT /
SUPER NIGHTSHOT /
COLOR SLOW
SHUTTER（22ページ）
警告（107ページ）

ゼロセットメモリー
（54ページ）

テープ残量
（20ページ）

テープカウンター
（20ページ）/
タイムコード
（20ページ）/
自己診断
（106ページ）/
テープフォト撮影
（30ページ）

撮影スタンバイ・撮影中
（17ページ）/
テープ走行（28ページ）

音量調節（25ページ）/
データコード
（27ページ） A/VtDV（90ページ）/

DV入力（73ページ）

サーチ
（24、55、56ページ）

音声モード
（97ページ）

フラッシュ
（93ページ）
別売りのビデオフラッシュ
使用時に表示

フラッシュモード
（93ページ）
別売りのビデオフラッシュ
使用時に表示

表示窓の表示

バッテリー残量
（20、27ページ）

満充電
（9ページ）

テープカウンター（20ページ）/
タイムコード（20ページ）/自己診断（106ページ）/
バッテリー使用可能時間（充電中のみ表示）（9ページ）

録画／再生方式
（108ページ）
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マ行
満充電 .................................... 9
メイン（音声）................... 108
メニュー .............................. 91
モザイクフェーダー ............ 32
モノトーンフェーダー ........ 32
モノラル ............................ 108

ラ行
リモコン受光部 .............. 117
ルミナンスキー ................... 35
レックレビュー ................... 24

ワ行
ワイドTV ............................ 31
ワイプ ................................. 32
ワイヤレスリモコン .......... 120

アルファベット順
ACパワーアダプター ............ 9
AFM Hi-Fiステレオ方式 .. 108
AV接続ケーブル

................................ 29、58
COLOR SLOW SHUTTER

........................................ 23
Digital8（デジタルエイト）
方式 .............................. 108

ID-1方式 ............................. 31
ID-2方式 ............................. 31
i.LINK ............................... 110
LANC端子 ........................ 119
NIGHTSHOT .................... 22
NTSC方式 ........................ 111
RESET（リセット）ボタン

...................................... 118
S1映像端子 ................. 29、58
SUPER NIGHTSHOT ...... 22
 （USB）端子 .................... 80

ア行
明るさ調節 .......................... 39
インサート編集 ................... 74
インターバル録画 ............... 41
インテリジェント
アクセサリーシュー ....... 116

“インフォリチウム”
バッテリー .................... 109

エディットサーチ ............... 24
エンドサーチ .............. 24、28
オートシャッター ............... 93
オーバーラップ ................... 32
オールドムービー ............... 35
おしらせブザー ................... 99
お知らせメッセージ .......... 107
音声多重テープ ................. 108
音声ミックス ...................... 95
音声モード .......................... 97

カ行
画面表示 .............................. 27
カラーテレビ方式 ............. 111
逆方向再生 .......................... 28
逆光補正 .............................. 21
記録・再生方式 ................. 108
グリップベルト ................. 119
警告表示 ............................ 107
結露 ................................... 112
広角 ..................................... 18
高速アクセス ...................... 28
誤消去防止ツマミ ............... 15
コマ撮り .............................. 44

サ行
再生時間 .............................. 11
撮影時間 .............................. 10
サブ（音声）....................... 108
自己診断表示 .................... 106
時差補正 .............................. 99
視度調節 .............................. 19
充電 ........................................ 9
充電式ボタン電池 ............. 113
主音声 ............................... 108
ズーム ................................. 18
スチル ................................. 35
ステレオ放送テープ .......... 108
スローシャッター ............... 35
赤外線送信 .......................... 22
ゼロセットメモリー

........................................ 54

タ行
タイトル .............................. 46
タイムコード ...................... 20
対面撮影 .............................. 19
つなぎ撮り .......................... 16
データコード ...................... 27
テープカウンター ............... 20
テープ再生ズーム ............... 53
テープ残量表示 ................... 20
テープフォト撮影 ............... 30
デジタルエフェクト .... 35、52
デジタルプログラムエディット

........................................ 60
デジタル変換機能 ............... 90
手ぶれ補正 .......................... 94
デモンストレーション ........ 98
ドットフェーダー ............... 32
トレイル .............................. 35

ナ行
二重音声放送テープ .......... 108

ハ行
倍速再生 .............................. 28
バイリンガル ...................... 95
バウンド .............................. 32
バッテリー ............................. 8
バッテリー残量表示 ............ 20
ピクチャーエフェクト

................................ 34、51
日付サーチ .......................... 55
日付・時刻合わせ ............... 13
日付・時刻表示 ................... 20
ピント合わせ ...................... 40
フェーダー .......................... 32
フェードイン・
フェードアウト .............. 32

フォーカス .......................... 40
フォトサーチ ...................... 56
フォトスキャン ................... 57
副音声 ............................... 108
フラッシュモーション ........ 35
プログラムAE ..................... 37
ヘッド ............................... 112
i（ヘッドホン）端子 ........ 119
ヘッド汚れ表示 ................. 112
望遠 ..................................... 18

索引





Printed in Japan

ソニーではハンディカムをお買い上げの皆様へのサポートをより充実
させていくため、お客様に「カスタマーご登録」をお勧めしています。
詳しくは同梱の「デジタルイメージング カスタマーご登録のお勧め」
をご覧ください。

■カスタマーご登録およびご登録内容の変更はこちらのホーム
ページから

http://www.sony.co.jp/di-regi/
■カスタマーご登録に関するお問い合わせは
ソニーマーケティング（株） カスタマー専用デスク
電話： 03-5977-7255
受付時間： 月～金曜日　午前10時～午後6時

（ただし、年末、年始、祝日を除く）

カスタマーご登録の
ご案内

■デジタルイメージングカスタマーサポート
デジタルハンディカムとパソコンの接続方法や、最新サポート情報を
ご案内するホームページです。
http://www.sony.co.jp/support-di/

■テクニカルインフォメーションセンター
ご使用上での不明な点や技術的なご質問のご相談、
および修理受付の窓口です。

製品の品質には万全を期しておりますが、万一不具合が生じた場合
は、「テクニカルインフォメーションセンター」までご連絡ください。
修理に関するご案内をさせていただきます。
また修理が必要な場合は、お客様のお宅まで指定宅配便にて集荷にう
かがいますので、まずお電話ください。
電話： 0564-62-4979
受付時間： 月～金曜日　午前9時～午後5時

（ただし、年末、年始、祝日を除く）
お電話される前にあらかじめ以下の内容をご用意いただきますとより
迅速な対応が可能になります。
1お客様のデジタルイメージングカスタマーID
（既にカスタマーご登録されたお客様にはカスタマーIDが発行されて
います）

2本機の型名（DCR-TRV240K）および製造番号
（保証書などに記載されています）

お問い合わせ窓口の
ご案内

電話のおかけ間違いに
ご注意ください。

電話のおかけ間違いに
ご注意ください。

この説明書は再生紙を使用しています。�

■ハンディカムスクエア
ハンディカムの活用法やアクセサリー情報、パソコンへの画像取り
こみ方法を掲載しています。

http://www.sony.co.jp/cam/


